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はじめに

このガイドでは、バンドル・パッチ1 (BP1)を既存のOracle Enterprise Manager 12cリリース1インストールに適用する方法を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

このドキュメントは、バンドル・パッチ1 (BP1)を既存のOracle Enterprise Manager 12cリリース1インストールに適用するクラウド管理者を対象としています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティの詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、Enterprise Managerドキュメント・セットの次のドキュメントを参照してください。

	
『Oracle Enterprise Manager Cloud Control概要』


	
『Oracle Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』


	
『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlアドバンスト・インストレーションおよび構成ガイド』




これらのドキュメントやその他のOracleドキュメントの最新リリースについては、Oracle Technology Networkの次のページを確認してください。

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/index.html#em

Oracle Enterprise Managerには詳細なオンライン・ヘルプも用意されています。Enterprise Managerのページの一番上にある「ヘルプ」をクリックすると、オンライン・ヘルプ・ウィンドウが表示されます。


表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。











1 バンドル・パッチ1の概要

この章では、バンドル・パッチ1 (BP1)の概要を説明し、インストールするための前提条件を示します。この章には次の項目があります。

	
概要


	
ユースケースと推奨事項


	
バンドル・パッチ1の互換性マトリクス






1.1 概要

このドキュメントでは、バンドル・パッチ1 (BP1)を既存のEnterprise Manager Cloud Control 12.1.0.1インストールに適用するための手順を説明します。BP1はEnterprise Managerのパッチ・セット・リリースではないため、Enterprise Managerのバージョンは12.1.0.2に変更されないことに注意してください。






1.2 ユースケースと推奨事項

次の項では、様々なユースケース・シナリオでBP1を使用するための推奨事項を説明します。次のシナリオについて詳しく説明します。

	
一般的なユースケースの推奨事項


	
現行リリースへのアップグレード


	
追加OMSインストールの実行






1.2.1 一般的なユースケースの推奨事項

BP1インストールの一般的なユースケースと推奨事項を表1-1に示します。


表1-1 一般的なユースケースの推奨事項

	ユースケース	推奨事項
	
Enterprise Managerを初めて使用する場合

	
新しいEnterprise Manager 12cバイナリをOracle Technology Network (OTN)から取得し、新規インストールを実行する必要があります。インストールには、BP1および最新プラグイン・リリースが含まれます。


	
Enterprise Manager Cloud Control 12.1.0.1リリースを本番以外のテスト環境またはサンドボックス環境で使用する場合

	
Enterprise Managerで行った構成設定の内容と、デプロイした管理エージェントの数を分析する必要があります。この分析に基づいて、可能であれば、既存のCloud Controlをアンインストールして新規インストールを実行する必要があります

既存の管理エージェントもすべて再インストールする必要があります。これは、最新のパッチが適用されたCloud Controlリリース(BP1および最新プラグイン・リリースを含む)の恩恵を得て、機能を使用するための最も簡単な方法です。

Enterprise Managerのアンインストール方法は、次のURLを参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e24089/part_deinstall_em.htm#sthref642


BP1を含む更新済のEnterprise Managerバイナリは次のURLで入手できます。


http://www.oracle.com/technetwork/oem/enterprise-manager/downloads/index.html?origref=http://www.oracle.com/technetwork/index.html


	
すでに12.1.0.1リリースをダウンロードして本番環境にインストールしている場合

	
Enterprise Manager 12cリリース12.1.0.1をすでにダウンロードして本番環境にインストールしている場合は、次の手順を実行します。

ステップを省略すると潜在的な問題が生じることがあります。プロアクティブ・サービス・リクエストをオープンすることをお薦めします。

	
Oracleインベントリ、リポジトリ・データベース、ミドルウェア・ホーム、インスタンス・ホーム、ソフトウェア・ライブラリおよび管理エージェントのバックアップを作成します。バックアップの詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』のバックアップ手順に関する項を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/toc.htm


	
BP1をOracle Management Service (OMS)ホストに適用します。


	
OMSのプラグインを最新リリースにアップグレードします。


	
管理エージェントにBP1を適用します。


	
管理エージェントのプラグインを最新リリースにアップグレードします。




追加のOMSインスタンスまたは障害リカバリ構成がある場合は、Oracle Management Serviceでのバンドル・パッチ1の適用に関する項で説明しているBP1適用の手順に従います。












1.2.2 現行リリースへのアップグレード

Enterprise Manager Grid Controlリリース10.2.0.5または11.1.0.1からのアップグレードに関連するユースケースと推奨事項を表1-2に示します。


表1-2 現行リリースへのアップグレード

	ユースケース	推奨事項
	
現行リリースへのアップグレード

	
Enterprise Manager Grid Control 10.2.0.5または11.1.0.1リリースを、BP1を含む現行リリースに直接アップグレードできます。これには次の手順を実行します。

	
最新のプレアップグレード・コンソール・パッチをOTNの次のURLからダウンロードします。


http://www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/downloads/oem-upgrade-console-502238.html


	
管理エージェントと12.1.0.2プラグインのバイナリをOTNの次のURLからダウンロードします。


http://www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/downloads/oem-upgrade-console-502238.html


	
BP1が含まれるEnterprise Manager 12cバイナリをOTNの次のURLからダウンロードします。


http://www.oracle.com/technetwork/oem/enterprise-manager/downloads/index.html?origref=http://www.oracle.com/technetwork/index.html


	
次のURLにあるアップグレード・ガイド(Enterprise Manager Cloud Controlのドキュメントの1つ)のアップグレード手順に従います。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/index.htm





	
プレアップグレード・コンソール・パッチを適用したが、管理エージェントまたはOMSをアップグレードしていない場合

	
プレアップグレード・コンソール・パッチを適用したが、管理エージェントまたはOMSのアップグレードをまだ行っていない場合は、次の手順を実行します。

	
新しいプレアップグレード・コンソール・パッチをOTNの次のURLで取得します。


http://www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/downloads/oem-upgrade-console-502238.html


古いパッチをロールバックすることも、既存のパッチの上に新しいパッチをデプロイすることもできます。新しいプレアップグレード・コンソール・パッチをOTNで取得することもできます(古いパッチはロールバックできます。ロールバックの手順はパッチのREADMEファイルを参照してください)。


	
新しい管理エージェントのzipファイルをOTNの次のURLからダウンロードします。


http://www.oracle.com/technetwork/oem/enterprise-manager/downloads/index.html?origref=http://www.oracle.com/technetwork/index.html


	
新しい12.1.0.2プラグイン・バイナリをOTNの次のURLから取得します。


http://www.oracle.com/technetwork/oem/enterprise-manager/downloads/index.html?origref=http://www.oracle.com/technetwork/index.html


	
BP1が含まれる新しいEnterprise Manager 12cバイナリをOTNから取得します。




新しいバージョンのプレアップグレード・コンソール・パッチが作動するのは、EM12cバイナリ(BP1を含む)と管理エージェント12.1.0.1バイナリのみです。OTNから確実に最新のパッチを取得するには、OTNダウンロード・ページで最新更新日を確認してください。

次のURLのアップグレード・ガイドの指示に従います。

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/index.htm


	
プレアップグレード・コンソール・パッチを適用し、管理エージェントまたはOMSをアップグレードした場合

	
このケースでは、Enterprise Manager 12cへのアップグレードを完了し、順序どおりに次の手順を実行する必要があります。

	
Oracleインベントリ、リポジトリ・データベース、ミドルウェア・ホーム、インスタンス・ホーム、ソフトウェア・ライブラリおよび管理エージェントのバックアップを作成します。バックアップの詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』のバックアップ手順に関する項を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/toc.htm


	
OMSにBP1を適用します。


	
OMSのプラグインをEnterprise Manager 12.1.0.2リリースにアップグレードします。


	
管理エージェントにBP1を適用します。


	
管理エージェントのプラグインをEnterprise Manager 12.1.0.2リリースにアップグレードします。




Oracleサポートでプロアクティブ・サービス・リクエスト(SR)をオープンすることをお薦めします。












1.2.3 追加OMSインストールの実行

追加のOMSインストールに関連するユースケースと推奨事項を表1-3に示します。


表1-3 追加OMSインストールの実行

	ユースケース	推奨事項
	
BP1を含む新しいEnterprise Managerバイナリが最初のOMSにデプロイされている場合、または手動でBP1を適用した場合

	
追加OMSインストールに進みます。デプロイメントの手順によって最初のOMSが複製されるため、インストール終了後に2番目のOMSにBP1を適用する必要はありません。

追加のOMSをインストールする際は、追加OMSのインストール対象のホストに管理エージェントをデプロイする必要があります。最新の管理エージェント・バイナリを自己更新機能を使用して取得します。このバイナリには、管理エージェント・デプロイメントのためのBP1が含まれます。


	
最初のOMSが新しいEnterprise Managerバイナリで更新されていない場合、またはOMSに手動でBP1を適用していない場合

	
次の2つのオプションから1つ選択します。

オプション1:

	
最初のOMSと管理エージェントでBP1適用プロセスを実行します。


	
追加のOMSインストールを完了します。




オプション2:

	
追加のOMSインストールを完了します。


	
最初のOMSと追加のOMSで一緒にBP1適用プロセスを実行します。

















1.3 バンドル・パッチ1の互換性マトリクス

表1-4「バンドル・パッチ1の互換性マトリクス」を参照して、有効なパッチと、OMS、プラグインおよび管理エージェントのバージョンの組合せを確認します。


表1-4 バンドル・パッチ1の互換性マトリクス

	
	
バンドル・パッチ1を含まないターゲット・エージェント、ターゲット管理エージェント上の12.1.0.1プラグイン

	
BP1を含むターゲット・エージェント、ターゲット管理エージェント上の12.1.0.1プラグイン

	
BP1を含まないターゲット・エージェント、ターゲット管理エージェント上の12.1.0.2プラグイン

	
BP1適用済のターゲット・エージェント、ターゲット管理エージェント上の12.1.0.2プラグイン


	
BP1未適用の12.1.0.1 OMS

	
○

	
×

	
×

	
×


	
BP1適用済の12.1.0.1 OMS、OMS上の12.1.0.1プラグイン(プラグインのアップグレードなし)

	
○

	
○

	
×

	
×


	
BP1適用済の12.1.0.1 OMS、OMS上の12.1.0.2プラグイン(プラグインのアップグレード済)

	
○脚注1 

	
○

	
×

	
○脚注2 








脚注1 このユースケースの例は、BP1未適用のSolaris管理エージェント、BP1適用済のLinux 32ビットOMSを指すエージェント上の12.1.0.1プラグイン、およびOMS上の12.1.0.2プラグインを使用する場合です。

脚注2 これは、BP1が含まれるEnterprise Manager 12cバイナリの新規インストールです。





1.4 バンドル・パッチ1のインストールに必要な前提条件

次に、BP1をインストールするために必要な前提条件を記載します。

	
ソフトウェア・ライブラリの構成。


	
すべてのEnterprise Managerコンポーネントのバックアップ。


	
エージェント・パッチ適用インフラストラクチャの正しい設定(オフライン・モードとオンライン・モードによって異なる)。


	
My Oracle Support (MOS)接続の構成(管理エージェントのパッチ適用、MOSからのパッチのダウンロード、Enterprise Managerへのアップロードのため)。




バンドル・パッチ1を適用する前に、次に説明するこれらの前提条件をすべて満たすようにします。


1.4.1 Oracleソフトウェア・ライブラリの構成

すでにソフトウェア・ライブラリが構成されているかどうかを確認する必要があります。構成されていない場合は、次の手順を実行します。

	
「エンタープライズ」メニューから、「プロビジョニングとパッチ適用」を選択し、「ソフトウェア・ライブラリ」をクリックします。


	
「アクション」リストで「管理」を選択し、何も構成されていない場合は「追加」を選択します。


	
「OMS共有ファイルシステム」の場所を選択します。


図1-1 OMS共有ファイルシステムの場所の追加

[image: 共有ファイルシステムの場所]






	
注意:

これは、すべてのOMSインスタンスからアクセスできる共有ファイルシステム上の場所です。たとえば、NFSマウント位置を設定することもできます。また、すべてのOMSインスタンスがこの場所に対して読取り/書込みアクセス権を持つ必要があります。







場所を追加すると、ソフトウェア・ライブラリを構成するジョブが実行されます。Enterprise Managerの必要なすべてのエンティティ(プロビジョニング、パッチ適用、クラウド管理など)がこの場所に生成されます。

ジョブが正常に終了すると、構成されたコンポーネントがソフトウェア・ライブラリに表示されます。


	
「Enterprise Manager」メニューから「プロビジョニングとパッチ適用」を選択し、「ソフトウェア・ライブラリ」をクリックしてソフトウェア・ライブラリを表示します。


図1-2 ソフトウェア・ライブラリ

[image: ソフトウェア・ライブラリ]









1.4.2 Enterprise Managerコンポーネントのバックアップ

BP1を適用する前に、次のコンポーネントをバックアップしてください。

	
Oracleインベントリ


	
管理リポジトリ・データベース


	
ミドルウェア・ホームおよびEnterprise Managerドメイン


	
OMSがインストールされているインスタンス・ホーム


	
OMSのデフォルト管理エージェント


	
ソフトウェア・ライブラリ




これらすべてのコンポーネントをバックアップする必要があります。BP1プロセスのいずれかのステージで障害が発生すると、場合によっては、これらのうち1つ以上のコンポーネントをリストアする必要が生じます。

詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』の「Enterprise Managerのバックアップ」を参照してください。これは次のURLにあります。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/ha_backup_recover.htm#BGBCCIJC






1.4.3 正しいOPatchバージョンの使用

OMS Oracleホームに正しいOPatchバージョンがあることを確認します。BP1をインストールするために必要なOPatchバージョンは11.1.0.9.4以上です。

ORACLE_HOMEをOMSホームに設定し、次のコマンドを実行してOPatchバージョンを確認します。


$ opatch version



図1-3 OPatchバージョンの確認

[image: opatchのステータス]



OPatchバージョンが11.1.0.9.4未満の場合は、次の手順を実行します。

	
My Oracle Support (https://support.oracle.com)からリリース11.1.0.xシリーズの最新のOPatchパッチ(6880880)をダウンロードします。

パッチ番号は6880880です。使用するOMSプラットフォームに対応するプラットフォームを選択します。


図1-4 正しいOPatchバージョン

[image: 正しいopatch]



	
「検索」をクリックします。


	
Opatch 11.1.0.0.0バージョンを選択し、「ダウンロード」をクリックします。


図1-5 「ダウンロード」をクリック

[image: 正しいopatch]






	
注意:

OPatch 11.2.0.xを選択しないでください。パッチ適用中にエラーが発生します。








	
zipをOMSサーバーに転送します。


	
OMS ORACLEホームにある既存のOPatchフォルダの名前をOPatch_old_MMYYに変更します


	
新しいOpatchパッチzipをOMS ORACLEホーム内で解凍します。

最新のOpatchを含むOpatchディレクトリが作成されます。










1.5 トラブルシューティング

トラブルシューティングのヒントや、バンドル・パッチ1を適用する際の既知の問題は、次のURLのMy Oracle Supportノート1395640.1を参照してください。


https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&doctype=REFERENCE&id=1395640.1









2 Linux x86およびLinux x86-64のバンドル・パッチ1

BP1は次の順序で適用する必要があります。

	
Oracle Management Serviceでバンドル・パッチ1を適用します


	
OMSのデプロイ済のすべてのプラグインを12.1.0.2リリースにアップグレードします


	
すべての管理エージェントでバンドル・パッチ1を適用します


	
エージェントのデプロイ済のすべてのプラグインを12.1.0.2リリースにアップグレードします





重要な注意事項

インストール・プロセスに進む前に次の重要事項を確認してください。

	
すべてのOMSインスタンスでOMSパッチ13242773を最初に適用していることを確認してから、このバンドル・パッチを管理エージェントで適用します。バンドル・パッチを適用する前にOMSパッチが適用されていないと、メタデータ・バージョンがOMSに登録されず、パッチ対象の管理エージェントによるデータのアップロードがOMSによってブロックされます。


	
1つ以上の追加OMSをデプロイし、リポジトリ・データベースとしてローカルReal Application ClusterまたはData Guardデータベースを使用して、高可用性対応のEnterprise Managerを構成している場合は、次のパッチ適用順序を使用します。

	
各OMSを停止します。


	
各OMS Oracleホームにパッチを適用します。


	
デプロイ後のステップを実行します。




Data Guardを使用する際の注意事項は特にありません。パッチ適用手順で発生するリポジトリの変更は、通常のData Guard操作によってスタンバイ・データベース・リポジトリに転送されるためです。


	
1つ以上のスタンバイOMSとスタンバイ・データベース(Oracle RACまたは単一インスタンス)を別のサイトにデプロイして、障害時リカバリ対応としてEnterprise Managerを構成している場合、スタンバイ・サイトのパッチ適用は、すべてのパッチとプラグインの更新がプライマリ・サイトにデプロイされた後で実行する必要があります。

プライマリ・サイトのパッチと更新済プラグインがデプロイされた後で、これらの更新によってリポジトリに行われた変更が、通常のData Guard操作としてスタンバイ・データベース・リポジトリに転送されるためです。したがって、スタンバイ・サイトにパッチを適用する場合は、次のパッチ適用順序を使用します。

	
パッチをスタンバイOMSホームに適用します。リポジトリを更新するデプロイ後の処理は実行しません。


	
リポジトリを更新せずに更新済プラグインをデプロイします。









2.1 Oracle Management Serviceでのバンドル・パッチ1の適用

複数OMS環境では、各OMSホストで次の前提条件が満たされるようにします。

	
最新バージョンのOPatch 11.1があることを確認します。

BP1をインストールするために必要な最低限のOPatchバージョンは11.1.0.9.4です。OPatchバージョンが11.1.0.9.4以上であることもチェックする必要があります。OPatch 11.2.xは使用しないでください。

OPatchの現在のバージョンは、OMS Home/OPatchからコマンドopatch versionを実行して確認できます。詳細は、正しいOPatchバージョンの使用に関する項を参照してください。

OPatchの最新バージョンを確認するには、次の手順を実行します。

	
My Oracle Support (https://support.oracle.com)にログインします。


	
「パッチと更新版」を選択します。


	
検索フィールドに6880880と入力して、「検索」をクリックします。


	
最新のOPatchバージョン(11.1.0.9.4以上)を選択します。

選択したOPatchには、OPATCHのアップグレード手順が記載されたREADMEが含まれます。zipをダウンロードするためのダウンロード・ボタンもあります。





	
ORACLE_HOME環境変数をOMSホーム(MIDDLEWARE_HOME/oms)に設定します。


	
ORACLE_HOME/binおよびORACLE_HOME/OPatchがパスに含まれていることを確認します。

次のコマンドを使用して環境変数を設定します。


setenv PATH $ORACLE_HOME/bin:$ORACLE_HOME/OPatch:$PATH


次のコマンドを実行して、PATH変数が設定されていることを確認します。


echo $PATH


	
次のコマンドを実行して、パッチのインストール対象のOPatchで使用されるOracleインベントリの状態を確認します。


<MIDDLEWARE_HOME>/oms/opatch lsinventory



図2-1 OPatchインベントリ

[image: opatch lsinventory]



	
管理リポジトリとリスナーを含むOracle Databaseが稼働していることを確認します。


	
ステップ1で前に説明したように、OMS BP1 13242773をMy Oracle Supportからダウンロードします。

zipファイルが格納される場所は、このドキュメントではPATCH_TOP_DIRと示します。


	
JDeveloper (13470978)およびWeb Services Manager (12321965)パッチをMy Oracle Supportからダウンロードします。

これらのパッチは、13242773 BP1をOMSに適用した後で適用してください。

リリース11.1.1.5.0バージョンのパッチ12321965をダウンロードします。


図2-2 パッチ12321965

[image: パッチ12321965]



	
BP1 ZIPファイルの内容を格納する場所を選択します。


	
次のコマンドを実行して、BP1 ZIPファイルの内容をステップ6と7で作成した場所に抽出します。


$ unzip -d PATCH_TOP_DIR p13242773_121010_<platform>.zip


次のコマンドを実行して、PATCH_TOP_DIR/13242773ディレクトリにナビゲートします。


$ cd PATCH_TOP_DIR/13242773


	
次のコマンドを実行して、OMSを停止します。


ORACLE_HOME/bin/emctl stop oms -all


OMSが完全に停止したことを確認するには、次のコマンドを実行します。


emctl status oms 





	
注意:

複数OMS環境ではすべてのOMSインスタンスを停止します。








	
次のコンポーネントがCloud Controlドメインで実行している場合は、停止してから、BP1を適用するかプラグインを最新リリースに更新します。

	
アプリケーションの依存性とパフォーマンス(ADP)マネージャ。


	
JVM診断(JVMD)マネージャ。


	
BIPという名前のBI Publisher管理対象サーバー。





	
次のコマンドを実行して、BP1をインストールします。


<MIDDLEWARE_HOME>/oms/opatch apply


複数OMS環境ではすべてのOMSインスタンスでこのコマンドを実行してください。このステップでは、opatch applyをすべてのOMSインスタンスで同時に実行します。または、最初のOMSでBP1適用プロセスを完了してから、他のOMSインスタンスで同じ操作を行います。


図2-3 サンプル出力

[image: opatch適用のサンプル出力]



	
BP1のインストール後プロセスを自動化するために適切なスクリプトを選択します。これは、単一OMS環境か複数OMS環境かによって異なります。




	
注意:

BP1が格納されているPATCH_TOP_DIRで操作を行ってください。また、post_deploy.shスクリプトを実行する前に、リポジトリのホスト名、SID、リスナー・ポートおよびSYSMANパスワードを準備しておきます。







	
単一OMS環境

単一OMS環境では、BP1ディレクトリから次のコマンドを実行します。


$ PATCH_TOP_DIR/13242773/post_deploy.sh


post_deploy.shスクリプトが実行されると、OMSは自動的に起動されます。


図2-4 post_deploy.shの画面出力

[image: post_deployの画面出力]



	
複数OMS環境

次の手順を実行します。

	
$ORACLE_HOME/binから次のコマンドを実行して、管理サーバーを探します。


./emctl status oms


次のような出力が表示されます。


./emctl status oms
 
Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c Release 12.1.0.1.0 
Copyright (c) 1996, 2012 Oracle Corporation. All rights reserved.
WebTier is Up
Oracle Management Server is Up
 
./emctl status oms -details
 
Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c Release 12.1.0.1.0 
Copyright (c) 1996, 2012 Oracle Corporation. All rights reserved.
Enter Enterprise Manager Root (SYSMAN) Password : 
Console Server Host : slc00tae.us.oracle.com
HTTP Console Port : 7789
HTTPS Console Port : 7801
HTTP Upload Port : 4890
HTTPS Upload Port : 4901
OMS is not configured with SLB or virtual hostname
Agent Upload is locked.
OMS Console is locked.
Active CA ID: 1
Console URL: https://xxx.us.oracle.com:7801/em
Upload URL: https://xxx.us.oracle.com:4901/empbs/upload
 
WLS Domain Information
Domain Name : GCDomain
Admin Server Host: xxx.us.oracle.com
 
Managed Server Information
Managed Server Instance Name: EMGC_OMS1
Managed Server Instance Host: xxx.us.oracle.com


	
複数OMS設定のプライマリOMSで次のコマンドを実行します。

プライマリOMSは、管理サーバーと同じ場所にあるOMSです。


$ ./PATCH_TOP_DIR/13242773/post_deploy.sh


	
他のOMS環境(プライマリ以外)で次のコマンドを実行します。


$ ./ PATCH_TOP_DIR/13242773/MultiOms_post_deploy.sh


パッチの場所を入力するように求められます。たとえば、次のようになります。


/scratch/xxx/PATCH_TOP_DIR/13242773








	
JDeveloperとWeb Services Managerのパッチ13470978および12321965をOMSに適用します。




	
注意:

これは、複数OMS環境ではすべてのOMSインスタンスに適用する必要があります。これら2つのパッチは任意の順序で適用できます。







Enterprise Managerをインストールするときに、BP1を含むEnterprise Managerバイナリを使用した場合、このJDeveloperパッチは自動的にインストールされ、他の操作は必要ありません。

既存のEnterprise ManagerインストールにBP1を適用している場合は、追加のステップとしてJDeveloperパッチを適用する必要があります。このパッチには、機能的な問題やGoogle ChromeおよびMicrosoft Internet Explorer 9ブラウザのサポートなど、様々な修正が含まれています。JDeveloperパッチはBP1の後で適用する必要があります。手順は、それぞれのパッチのREADMEを参照してください。

対応するパッチのREADMEの指示に従ってパッチを適用します。パッチ12321965を検索すると、そのパッチの2つのリリース、つまり11.1.1.5.0と11.1.1.4.0が見つかります。パッチの11.1.1.5.0リリースを選択して適用してください。両方のパッチをMiddlewareホームにあるoracle_commonディレクトリ(MW_HOME/oracle_common/)に適用することを確認します。環境変数ORACLE_HOMEを[MW_HOME]/oracle_commonディレクトリに設定してから、パッチ13470978および12321965をOMSに適用します。


	
BP1が適切にインストールされたことを確認します。次のコマンドを実行して、パッチがインベントリに登録されたことを調べます。


<MIDDLEWARE_HOME>/oms/opatch lsinventory



図2-5 lsinventoryのサンプル出力

[image: lsinventoryのサンプル出力]



すべてのパッチがOMSにインストールされたことを確認するには、次のコマンドを実行します。

	
OMSホストで次の環境変数を設定します。


setenv ORACLE_HOME <MIDDLEWARE_HOME>/oms


	
次の確認コマンドを実行して、パッチがOMSに適用されたことを確認します。


<MIDDLEWARE_HOME>/oms/opatch lspatches -id 13242773 -verify
<MIDDLEWARE_HOME>/oms/opatch lspatches -oh <MIDDLEWARE_HOME>/oracle_common -id 12321965 -verify
<MIDDLEWARE_HOME>/oms/opatch lspatches -oh /<MIDDLEWARE_HOME>/oracle_common -id 13470978 –verify


コマンドの結果として、パッチがOMSにある場合はパッチ番号と詳細情報が表示されます。





	
次の手順を実行して、BP1パッチ、JDeveloperパッチおよびWeb Services Managerパッチ(13470978と12321965)を、各スタンバイOMSに適用します(スタンバイOMSインスタンスがデプロイされている場合)。

	
すべてのスタンバイOMSサーバーを停止します。


	
Opatchを使用して、これまでに説明した指示に従ってパッチを適用します。ただし、post_deploy.shコマンドは実行しないでください(ステップ14の説明)。


	
各スタンバイOMSインスタンスで次のように実行します。このとき、ORACLE_HOMEはOMSのOracleホームです。


$ ORACLE_HOME/perl/bin/perl 13242773_PATCH_TOP_DIR/apply12959056.pl
$ ORACLE_HOME/perl/bin/perl 13242773_PATCH_TOP_DIR/apply13479448.pl
$ sh $ORACLE_HOME/bin/exec_13651296_patch


これらのスクリプトは次の場所にあります。


13242773_PATCH_TOP_DIR/custom/scripts/












2.2 エージェント・パッチ適用のインフラストラクチャの設定(プラグインのアップグレード実行前)

管理エージェントにパッチを適用する場合、Enterprise ManagerがMy Oracle Supportに接続するように構成されていると、パッチがパッチ適用フローで自動的にダウンロードされます。My Oracle Supportに接続できない場合は、パッチをEnterprise Managerに手動でアップロードできます。

次の手順を実行し、接続ポリシーに基づいて、オンライン・モードまたはオフライン・モードで必要なインフラストラクチャを設定します。



2.2.1 My Oracle Support資格証明の設定

次の手順を実行して、My Oracle Supportの資格証明を設定します。MOS資格証明をすでに設定している場合は、この手順は省略できます。

	
「設定」メニューで「My Oracle Support」を選択し、「資格証明の設定」を選択します。


図2-6 資格証明の設定

[image: 資格証明の設定]



	
My Oracle Support資格証明を指定し、「適用」をクリックしてこの情報を保存し、「My Oracle Supportからのリフレッシュ」リンクをクリックしてジョブを表示します。

これにより、Opatchを更新してMOSをリフレッシュするジョブもトリガーされます。これらのジョブが正常に終了したことをチェックしてから、次に進む必要があります。ただし、24時間以内にこれらのジョブが正常に実行されていた場合、ジョブはトリガーされません。そのまま次に進むことができます。









2.2.2 オンライン・モードでのインフラストラクチャ設定について

この項では、オンライン・モードでの管理エージェントのパッチ適用を使用する場合に、インフラストラクチャを設定する手順について説明します。

管理エージェントのパッチ適用をオンライン・モードで使用している場合は、次の手順を実行してインフラストラクチャを設定します。

	
My Oracle Supportへの接続が「オンライン」に設定されていることを確認します。

「設定」メニューから、「プロビジョニングとパッチ適用」を選択し、「オフライン・パッチ」を選択します。


図2-7 プロビジョニングとパッチ適用

[image: オフライン・パッチ]



	
接続設定を「オンライン」に設定し、「適用」をクリックします。


図2-8 パッチ適用設定

[image: パッチ適用設定]



	
「My Oracle Supportとプロキシ接続」タブを選択します。


図2-9 My Oracle Supportとプロキシ接続

[image: My Oracle Supportとプロキシ接続]



	
必要であれば、プロキシ接続がMy Oracle Support (MOS)に接続するように構成します。「手動プロキシ構成」を選択した場合は、必要なプロキシ・サーバー、ポートおよびレルムの詳細を指定し、「適用」をクリックします。


図2-10 手動プロキシ構成

[image: 手動プロキシ構成]



	
「テスト」をクリックして、構成が完了したときに接続が正常に作動することを確認します。

接続できない場合は、オフライン・モードに切り替えることができます。詳細は、オフライン・モードのエージェント・パッチ適用を使用する場合のインフラストラクチャの設定に関する項を参照してください。


	
テストが正常に終了したら、「適用」をクリックして構成を保存します。

表示されるエラー・メッセージは情報提供のみを目的とするものです。含まれるリンクを使用して、MOS資格証明を設定できます。詳細は、My Oracle Support資格証明の設定に関する項を参照してください。


図2-11 プロキシ設定エラー

[image: 情報エラー]










2.2.3 オフライン・モードのエージェント・パッチ適用を使用する場合のインフラストラクチャの設定

オンライン・モードを使用してMOSへの接続を構成できない場合は、オフラインのパッチ適用方法を使用する必要があります。次の手順を実行して、管理エージェントにバンドル・パッチを適用するためのインフラストラクチャを設定します。

	
My Oracle Supportへの接続が「オフライン」に設定されていることを確認します。

「設定」メニューから、「プロビジョニングとパッチ適用」を選択し、「オフライン・パッチ」を選択します。


図2-12 オフライン・パッチ

[image: オフライン・パッチ]



	
「パッチ適用設定」ページで「オンライン設定とオフライン設定」を選択し、「オフライン」を選択して「適用」をクリックします。


図2-13 パッチ適用設定

[image: パッチ適用設定]



	
次の手順を実行して、Enterprise Managerメタデータ・ファイルを更新します。

	
次に示すMy Oracle Supportからメタデータ・ファイルをダウンロードします。


https://support.oracle.com


wgetスクリプトを使用すると必要なすべてのXMLをダウンロードできます。次に示すMy Oracle Supportノート1436338.1の指示に従ってスクリプトを実行します。


https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&doctype=HOWTO&id=1436338.1


ファイルの選択とダウンロードを手動で行うこともできます。表2-1「メタデータ・ファイル」に、ダウンロードするファイルのリストとそれらの場所を示します。


表2-1 メタデータ・ファイル

	メタデータXMLファイル	ダウンロード場所
	
aru_products.xml

	
https://updates.oracle.com/Orion/Services/metadata?table=aru_products


	
aru_releases.xml

	
https://updates.oracle.com/Orion/Services/metadata?table=aru_releases


	
aru_platforms.xml

	
https://updates.oracle.com/Orion/Services/metadata?table=aru_platforms


	
aru_languages.xml

	
https://updates.oracle.com/Orion/Services/metadata?table=aru_languages


	
aru_product_groups.xml

	
https://updates.oracle.com/Orion/Services/metadata?table=aru_product_groups


	
aru_product_releases.xml

	
https://updates.oracle.com/Orion/Services/metadata?table=aru_product_releases


	
aru_component_releases.xml

	
https://updates.oracle.com/Orion/Services/metadata?table=aru_component_releases


	
aru_targets.xml

	
https://updates.oracle.com/Orion/Services/metadata?table=aru_targets


	
certifications.xml

	
https://updates.oracle.com/Orion/Services/components?ctype=product,release,platform,platform_version,wildcard-release,config-group,release-component,certification


	
patch_recommendations.xml

	
https://updates.oracle.com/Orion/Services/search?language_id=0&classification_group=recommended&patch_type=all&group_by=target_type&group_by=release&group_by=platform








	
URLをダウンロードし、ローカル・システムに格納します。

すべてのURLの内容をコピーして、それぞれのテキスト・ファイルに貼り付け、適切な名前と.xml拡張子を付けてファイルを保存します(たとえば、aru_products.xml)。

URLをブラウザで開き、内容をメモ帳にコピーしてから、XMLとして保存します。


図2-14 メタデータ・ファイルのダウンロード

[image: メタデータ・ファイル]



	
メタデータ・ファイルをEnterprise Managerにアップロードします。

「設定」メニューから、「プロビジョニングとパッチ適用」を選択し、「オフライン・パッチ」を選択します。


図2-15 オフライン・パッチ

[image: オフライン・パッチ]



	
「メタデータ・キャッシュ」セクションの「参照」をクリックし、xmlメタデータ・ファイルを選択します。


	
「アップロード」をクリックしてメタデータ・ファイルをアップロードします

アップロードが正常に終了すると、XMLファイルの「ステータス」列が緑色になります。他の列の情報も更新されます。


	
「エンタープライズ」メニューから「ジョブ」、「アクティビティ」の順に選択します。


	
「ジョブの作成」リストで「My Oracle Supportからのリフレッシュ」を選択し、「実行」をクリックします。


図2-16 My Oracle Supportからのリフレッシュ

[image: ジョブ・アクティビティ]



	
ジョブの名前を指定し、「発行」をクリックします。


図2-17 ジョブ名の指定

[image: ジョブ名の指定]



ジョブが作成されて発行されると、確認画面が表示されます。


図2-18 確認画面

[image: 確認画面]



	
リンクをクリックして、ジョブのステータスを確認します。

ジョブが成功したことを確認します。場合によっては、ページをリフレッシュする必要があります。または、30秒ごとのリフレッシュを設定します。

注意: ジョブが失敗した場合は、ドキュメントの最後のトラブルシューティングの項を参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。


図2-19 ジョブ・アクティビティのステータス

[image: ジョブ・アクティビティのステータス]






	
次の手順を実行して、必要な管理エージェントのパッチとOPatchのパッチをMy Oracle Support (https://support.oracle.com)からダウンロードします。

	
管理エージェントのパッチをダウンロードします。「パッチと更新版」ページの「パッチ検索」リージョンに4つのパッチ番号13242776、13491785、13550565および13550561をカンマで区切って指定し、「検索」をクリックします。

正しいプラットフォーム(たとえば、Linux x86-64)を選択してください。


図2-20 「パッチ検索」画面

[image: パッチ検索]



	
「検索」をクリックします。


図2-21 パッチ検索結果

[image: パッチ検索]



	
パッチのパッチzipファイルとパッチ・メタデータ・ファイルをダウンロードします。

パッチ・メタデータをダウンロードするには、「パッチ・メタデータのダウンロード」をクリックし、「ダウンロード」をクリックします。

パッチzipファイルをクリックして、zipファイルをダウンロードします。




	
注意:

両方をダウンロードしてください。








図2-22 ZIPファイルのダウンロード

[image: zipファイルのダウンロード]




図2-23 パッチ・メタデータのダウンロード

[image: パッチ・メタデータのダウンロード]



	
必要なOPatchパッチをMy Oracle Support (https://support.oracle.com)からダウンロードします。

管理エージェント・ターゲットのプラットフォームに対応するパッチ6880880を検索します。たとえば、ターゲットがLinux x86-64の場合は、プラットフォームとしてLinux x86-64を選択します。


図2-24 パッチ検索

[image: パッチ検索]



	
「検索」をクリックします。

バージョン11.1.0.0.0シリーズのパッチのみをダウンロードします。


図2-25 パッチ検索結果

[image: パッチ検索結果]



	
パッチzipファイルとパッチ・メタデータの両方をダウンロードします。

パッチ・メタデータ・ファイルをダウンロードするには、「パッチ・メタデータのダウンロード」をクリックし、「ダウンロード」をクリックします。


図2-26 ファイル・ダウンロード

[image: ファイル・ダウンロード]




図2-27 パッチ・メタデータのダウンロード

[image: パッチ・メタデータのダウンロード]






	
管理エージェントのパッチをソフトウェア・ライブラリにアップロードします。

	
「エンタープライズ」メニューから、「プロビジョニングとパッチ適用」を選択し、「保存されたパッチ」を選択します。


図2-28 保存されたパッチ

[image: 保存されたパッチ]




図2-29 パッチ適用

[image: パッチ適用]



	
「アップロード」をクリックし、「ソフトウェア・ライブラリへのパッチのアップロード」ページを開きます。


図2-30 ソフトウェア・ライブラリへのパッチのアップロード

[image: パッチのアップロード]



管理エージェントの4つのパッチのうち、2つはベース・プラットフォーム用(13242776および13491785)、残りの2つはOracleホーム・プラグイン用(13550561 and 13550565)です。


	
表示されているように「基本情報」を設定します。


	
パッチ13242776および13491785については、システムのローカル・ディレクトリでパッチ・メタデータ・ファイルとパッチzipファイルを選択し、「アップロード」をクリックします。


図2-31 パッチ情報

[image: パッチ情報]



	
対応するパッチ・メタデータとパッチzipファイルを選択して、パッチ13550561および13550565をアップロードします。


	
表示されているように「基本情報」属性をリセットします。


図2-32 基本情報

[image: 基本情報]



	
パッチ・メタデータとパッチzipファイルを選択し、「アップロード」をクリックします。





	
OPatch 6880880をソフトウェア・ライブラリにアップロードするには、「基本情報」の属性を指定します。

Opatchパッチ6880880のパッチ・メタデータとパッチzipファイルを選択して、アップロードします。ページに必要なすべての属性を入力してください。

	
リリース: バージョン11.1.0.0.0を選択します。


	
作成日: 当日の日付を使用します


	
説明: バージョン11.1.0.xのOpatch


	
プラットフォーム: ダウンロードするパッチの対象プラットフォームを選択します(たとえば、Linux x86-64)


	
言語: 英語(アメリカ)を選択します





	
「アップロード」をクリックします。

アップロードが正常に終了すると、すべてのパッチが「保存されたパッチ」ページに表示されます。


図2-33 ソフトウェア・ライブラリに保存されたパッチ

[image: 成功したアップロード]



このプロセスが終了すると、すべてのエージェント・パッチとOpatchパッチが「ソフトウェア・ライブラリに保存されたパッチ」ページに表示されるはずです。











2.3 OMSのすべてのデプロイ済プラグインの12.1.0.2リリースへのアップグレード

次の各項では、デプロイ済プラグインをEnterprise Manager 12.1.0.2リリースにアップグレードするために必要な手順を詳しく説明します。内容は次のとおりです。

	
プラグインをデプロイするための前提条件


	
OMSへのオンライン・モードでのプラグインのデプロイ


	
OMSへのオフライン・モードでのプラグインのデプロイ






2.3.1 プラグインをデプロイするための前提条件

12.1.0.2リリース(リビジョンなし)が存在する場合には、バージョン12.1.0.1のすべてのプラグインをアップグレードする必要があります。OMSインスタンスでプラグインを1つずつ順に更新して、すべてをアップグレードします(プラグインは一度に1つしか更新できません)。

プラグインが最新の12.1.0.2リリースにアップグレードされていることを確認するには、次の手順を実行します。

	
Oracleインベントリ、リポジトリ・データベース、ミドルウェア・ホーム、インスタンス・ホーム、ソフトウェア・ライブラリおよび管理エージェントのバックアップを作成します。バックアップの手順は、次のURLの『Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/index.htm


	
リポジトリ・データベースにSYSMANとしてログインし、次のコマンドを使用して無効なオブジェクトを再コンパイルします。


EXEC EMD_MAINT_UTIL.recompile_invalid_objects
SQL> EXEC 
EMD_MAINT_UTIL.recompile_invalid_objects

PL/SQL procedure successfully completed.


リポジトリ内に無効なオブジェクトがないことを確認してください。無効なオブジェクトをチェックするには、システム・ユーザーとしてリポジトリにログインし、次のコマンドを実行します。


SELECT object_name, object_type FROM ALL_OBJECTS WHERE owner='SYSMAN' and status <> 'VALID' ;

SQL> SELECT object_name, object_type 
FROM ALL_OBJECTS 
WHERE owner='SYSMAN' and status <> 'VALID' ;

no rows selected


無効なオブジェクトが見つかった場合は、最初のSQLを再び実行します。


EXEC EMD_MAINT_UTIL.recompile_invalid_objects


	
DBMSジョブが実行していることを確認します。

実行していない場合は、次のパッケージをシステム・ユーザーとして実行します。


EXEC EMD_MAINTENANCE.submit_em_dbms_jobs


ジョブが実行しているかどうかを調べるには、Enterprise Managerコンソールを開き、「設定」メニューで「管理サービスとリポジトリ」を選択し、次に「リポジトリ操作」を選択します。


図2-34 リポジトリ操作

[image: リポジトリ操作]




図2-35 リポジトリ・スケジューラ・ジョブ・ステータス

[image: リポジトリ]



	
データベースとOMSを停止して起動した後で、プラグインのアップグレードを開始します。

複数OMS環境ではすべてのOMSインスタンスでこのようにします。


	
ターゲット管理エージェント(プラグインをアップグレードする対象)が稼働していることを確認します。


	
Oracle Fusion Middlewareプラグインを12.1.0.2リリースに更新しているとき、アプリケーションの依存性とパフォーマンス(ADP)またはJVM診断(JVMD)がすでにインストールされている場合は、ADPおよびJVMDのアップグレード(オプション)に関する項の手順に従います。


	
次のコンポーネントがCloud Controlドメインで実行している場合は、停止してから、プラグインを最新リリースに更新します。

	
アプリケーションの依存性とパフォーマンス(ADP)マネージャ


	
JVM診断(JVMD)マネージャ










	
注意:

すべてのプラグインがアップグレードされるまで、12.1.0.1バージョンのプラグインを1つずつ順に12.1.0.2リリースにアップグレードします。つまり、1つの12.1.0.2.0プラグインをダウンロードしてデプロイしてから、次の12.1.0.2.0プラグインをダウンロードしてデプロイします。












2.3.2 OMSへのオンライン・モードでのプラグインのデプロイ

オンライン・モードでプラグインをデプロイするには、次の手順を実行します。

	
「設定」メニューで「拡張性」を選択し、「自己更新」を選択して、すべての更新のリストを取得します。


図2-36 自己更新

[image: 自己更新]



	
「プラグイン」ホームページで「アクション」を選択し、さらに「更新の確認」を選択します。


図2-37 更新の確認

[image: 更新の確認]



ジョブがトリガーされ、「使用可能な更新」列を更新します。ジョブが正常に発行されると確認画面が表示されます。


図2-38 確認画面

[image: 確認]



	
「オープン」を「アクション」メニューで選択します。


図2-39 エンティティ・タイプ

[image: エンティティ・タイプ]



	
使用可能な更新のリストから更新を選択し、「ダウンロード」をクリックします。

「スケジュール・ダウンロード」ダイアログ・ボックスが表示されます。次の例では、Oracle Audit Vaultプラグインが選択されています。


図2-40 スケジュール・ダウンロード

[image: 「スケジュール・ダウンロード」ダイアログ]



	
更新をいつダウンロードするかを選択します(すぐにダウンロードするか、後で指定した時刻にダウンロードするか)。

複数のダウンロードを同時にスケジュールすることも可能です。


図2-41 スケジュール・ダウンロード

[image: スケジュール・ダウンロード]



	
「選択」をクリックします。

ソフトウェア・ライブラリに更新をダウンロードするためのEnterprise Managerジョブが作成されます。Enterprise Managerでは、Oracle Enterprise Managerストアからのアーカイブのダウンロードが開始します。




	
注意:

ページは自動的にはリフレッシュされません。更新されたダウンロード・ステータスを表示するには、「リフレッシュ」をクリックします。







エンティティが一度ソフトウェア・ライブラリにダウンロードされれば、インストールに適用できるようになります。


	
ステータスが「ダウンロード済」のリストから更新を選択し、「適用」をクリックします。


図2-42 プラグイン更新版

[image: プラグインの更新]



その後、プラグイン・デプロイ・ページにリダイレクトされます。


図2-43 プラグイン

[image: プラグインのデプロイメント]



	
プラグインを選択して、OMSにデプロイします。

プラグイン名を右クリックして「デプロイ先」を選択し、「管理サーバー」を選択します。


図2-44 管理サーバーへのプラグインのデプロイ

[image: デプロイ画面]



	
「リポジトリSYSパスワード」に入力して、「続行」をクリックします。


図2-45 管理サーバー上のプラグインをデプロイします

[image: 管理サーバーへのプラグインのデプロイ]



プラグイン・アップグレードの前提条件チェックが実行されます。


図2-46 前提条件チェック

[image: 前提条件チェック]




図2-47 前提条件チェック -正常に完了しました

[image: 正常に完了した前提条件チェック]



	
「次へ」をクリックします。


	
前提条件チェックが正常に完了したら、「デプロイ」をクリックします。


図2-48 デプロイのレビュー画面

[image: 管理サーバーへのプラグインのデプロイ]




図2-49 デプロイの確認画面

[image: デプロイの確認画面]



OMSは自動的にバウンスされるため、$ emctl status oms -detailsを使用してプラグインのデプロイメント・ステータスをチェックすることをお薦めします。


	
「設定」メニューから「拡張性」、「プラグイン」の順に選択します。

「管理サーバー上」列に表示されるように、OMSのプラグインのバージョンが12.1.0.2.0になっています。


図2-50 プラグインのバージョン

[image: 更新されたプラグインのバージョン]



	
更新済の各プラグインを各スタンバイOMSにデプロイするには、次の手順を実行します。

	
「自己更新」ページに移動し、「プラグイン」をクリックして、必要なプラグインを選択します。


	
「アクション」メニューから、「エクスポート」を選択します。

エクスポート・ステップの2つの選択肢を示すポップアップ・ウィンドウが開きます。ポップアップ・ウィンドウに表示される-idパラメータの値をメモしておきます。次のステップでこの値が必要になります。


図2-51 エクスポート・ステップ

[image: エクスポート・ステップ]



	
エクスポート・ステップに進む前に、OMSホーム(OMSHOME/bin)にログインし、次のようにsyncコマンドを実行します。


./emcli sync


「正常に同期化されました」というメッセージが表示されます。

プライマリ・サイトのOMSサーバーの1つで次のEM CLIコマンドを実行します。


emcli export_update -id=<update id> -deep -host=<standby OMS host> -dir=<directory to export archives> <host credential options>


たとえば、次のようになります。


$ emcli export_update -id=725C4384A8D3AAB4BB1F672519378375 -deep -host=adc1140458.us.oracle.com -dir=/scratch/aime/plugins -credential_name=BDC -credential_owner=sysman


このコマンド構文に含まれるオプションは次のとおりです。

-idオプションは、ポップアップ・ウィンドウから取得します。

-deepオプションは必須です。複数OMSセットアップでは、このリクエストはどのOMSでも処理できます。したがって、ディレクトリは、リクエストを処理する各OMSにとって有効なパス(できれば共有パス)であることが必要です。

-hostオプションには、プラグインのエクスポート先のターゲット・ホストを指定します。

-dirオプションには、プラグインのエクスポート先のターゲット・ホストのディレクトリを指定します。

<host credential options>にはホストの資格証明を指定します。次のいずれかを指定できます。

credential_set_name: ホスト・ターゲットのリポジトリに格納されている優先資格証明のセット名。たとえば、HostCredsNormal (デフォルト非特権資格証明セット)またはHostCredsPriv (特権資格証明セット)。

credential_name: リポジトリに格納されている名前付き資格証明の名前。このオプションはcredential_ownerオプションと一緒に指定する必要があります。

credential_owner: リポジトリに格納されている名前付き資格証明の所有者。このオプションはcredential_nameオプションと一緒に指定する必要があります。

このコマンドにより、スタンバイOMSホストの指定のディレクトリに複数のzipファイルが生成されます。version_OMS_platform_revision.zipという形式の名前のzipファイルは、この後の手順で使用されます。複数のスタンバイOMSホストがある場合は、このファイルを各ホストにコピーします。


	
スタンバイ管理サーバーが停止している場合は、次のコマンドを使用して起動します。


$ emctl start oms -admin_only


	
次のコマンドを使用して、最初のスタンバイOMSのOracleホームにOMSアーカイブをインストールします。


$ pluginia -archives path to plugin archive


	
次のコマンドを使用して、最初のスタンバイOMSのOracleホームでプラグインを構成します。


pluginca -action deploy -isFirstOMS true -plugins plugin-list -oracleHome oms oracle home -middlewareHome wls middleware home


このとき、plugin-listは、plugin-id=plugin-versionという形式のプラグイン名です。


	
プラグイン・アーカイブ・ファイルを各スタンバイの他のOMSにコピーします。


	
各スタンバイの他のOMSのOracleホームで次のコマンドを実行します。


$ pluginia -archives path to plugin archive

$ pluginca -action deploy -isFirstOMS false -plugins plugin-list -oracleHome oms oracle home -middlewareHome wls middleware home


	
これでスタンバイ・サイトへのプラグインのデプロイメントが完了しました。「自己更新」ページに移動してプラグインを確認します。

プラグインを選択して、情報を表示します。すべてのOMSサーバーが表示される必要があります。












2.3.3 OMSへのオフライン・モードでのプラグインのデプロイ

オフライン・モードでプラグインをデプロイするには、次の手順を実行します。

	
「設定」メニューで、「拡張性」、「自己更新」の順に選択します。


図2-52 「自己更新」メニュー

[image: 自己更新]




図2-53 「自己更新」ページ

[image: 自己更新]



	
「更新の確認」をクリックします。

次のメッセージが表示されます


図2-54 オフライン・モードで更新を確認

[image: オフラインでの更新確認のポップアップ]



メッセージに含まれるリンクを使用して、最新の更新カタログをダウンロードする必要があります。


https://updates.oracle.com/Orion/Download/download_patch/p9348486_112000_Generic.zip 





	
注意:

ファイルを解凍しないでください。







このZIPファイルがOMSホストにあることを確認します。次の例では、OMSホストのplugupdateディレクトリがこのカタログZIPファイルの格納に使用されています。


図2-55 plugupdateディレクトリ

[image: プラグイン更新の例]



	
<OMS home>/binディレクトリに移動し、次のコマンドをインストール・ユーザーとして実行してEM CLIにログインします。


./emcli login -username=sysman



図2-56 ログイン画面

[image: ログイン]



	
図のように次のコマンドを使用して、emcli synchronize (必須)を実行します。


$OMS_OracleHome/emcli sync



図2-57 同期化

[image: emcli synchronize]



	
次のコマンドを実行して、カタログ・ファイルをインポートします。


$OMS_OracleHome/emcli import_update_catalog -omslocal  -file=<absolute location of the zip file>


たとえば、次のようになります。


$OMS_OracleHome/emcli import_update_catalog -omslocal  -file=/scratch/pluginupdate/p9348486_112000_Generic.zip


注意: 複数OMS環境の場合は、他のすべてのOMSサーバーでこのコマンドを実行します。


図2-58 カタログ・ファイルのインポート

[image: コード出力]




図2-59 カタログ・ファイルのインポート(続き)

[image: コード出力の続き]



	
「自己更新」ページに戻り、ページをリフレッシュします。

「使用可能な更新」の数が更新されています。


図2-60 新しい更新の数

[image: 新しい更新の数]



	
「プラグイン」フォルダを選択して、使用可能な新しいプラグインのリストを表示します。


図2-61 使用可能な新しいプラグインのリスト

[image: プラグインの自己更新]



	
プラグインを選択し、「ダウンロード」をクリックします。


図2-62 プラグインのダウンロード

[image: mosプラグインの選択]




図2-63 「オフライン・モードでステップをダウンロード」メッセージ

[image: ポップアップ・メッセージ]



	
メッセージに示された手順に従ってください。

選択したプラグインの更新ファイルをダウンロードし、そのファイルがOMSホストに存在していることを確認します。




	
注意:

ファイルを解凍しないでください。すべてのプラグインの更新ファイルは1つずつ順にダウンロードする必要があります。








	
<OMS home>/binディレクトリに移動し、次のコマンドを実行して、前のステップでダウンロードした更新ファイルをインポートします。


./emcli import_update  -omslocal  -file=<absolute location of the zip file>


たとえば、次のようになります。


./emcli import_update -omslocal -file=/scratch/pluginupdate/p13789099_112000_Generic.zip





	
注意:

セッションが期限切れになると、再ログインがプロンプトされることがあります。このためには次のコマンドを使用できます。

$ORACLE_HOME/bin/emcli login -username=sysman









このコマンドによって、「自己更新」ホームページで更新の状態が「ダウンロード済」として表示され、ユーザー・インタフェースに適用できるようになります。


図2-64 更新のインポート

[image: 更新ファイルのインポート]



	
「自己更新」ページで「プラグイン」を選択します。

MOSプラグインのステータスが「使用可能」から「ダウンロード済」に変更されています。


図2-65 プラグイン更新版

[image: mosプラグインのステータス変更]






	
注意:

残りのプラグインの更新ファイルも1つずつ順にダウンロードする必要があります(プラグインの更新ごとにステップ9から12を繰り返します)。その後、コマンドを実行して、ステータスを「使用可能」から「ダウンロード済」に変更します。








	
プラグインを選択し、「適用」をクリックします。


	
OMSへのオンライン・モードでのプラグインのデプロイに関する項のステップ4から8を繰り返して、プラグインをOMSにデプロイします。











2.4 管理エージェントへのバンドル・パッチ1の適用

ここでは、BP1を管理エージェントに適用するために必要な手順を詳しく説明します。

	
管理エージェントへのパッチ適用を開始する前に、OMSパッチが適用されていることを確認します。


	
すべてのプラグインが12.1.0.2リリースにアップグレードされていることを確認します。




	
注意:

12c管理エージェントにCloud Controlコンソールを使用してパッチを適用する方法の詳細は、My Oracle Supportノート1359221.1も参照してください。








	
次の図のように、「エンタープライズメニューから、「プロビジョニングとパッチ適用」、「パッチと更新版」の順に選択します。


図2-66 パッチと更新版

[image: パッチと更新版]



	
「パッチと更新版」ページの「パッチ検索」リージョンで、パッチ番号13242776、13491785、13550565および13550561を入力し、プラットフォームを選択して、「検索」をクリックします。

Enterprise Managerがオフラインのパッチ適用モードの場合は、カンマ区切りリストのかわりに一度に1つのパッチを検索フィールドに指定する必要があります(たとえば、13242776, 13491785, 13550565, 13550561というリストですべてを指定するのではなく、13242776のように1つ指定します)。


図2-67 パッチ検索

[image: 「パッチ検索」画面]



	
次に示すように、すべてのパッチを選択して「計画に追加」をクリックし、「新規に追加」を選択します。

My Oracle Supportの接続設定に基づいて、パッチはMy Oracle Supportで直接検索されるか、ステージング前のソフトウェア・ライブラリ・リストで検索されます。


図2-68 計画に追加

[image: 計画に追加]



	
計画の名前を「計画名」フィールドに指定します。


	
ターゲット・タイプを「エージェント」に設定します。


	
「検索」をクリックし、パッチを適用するエージェントを選択します。

グループを作成している場合は、グループ名を指定してエージェントを検索することもできます。


	
「計画の作成」をクリックします。


図2-69 パッチを計画に追加

[image: 計画の作成]



	
ページの一番上の「計画の表示」をクリックすると、新たに作成されたパッチ計画が表示されます。


図2-70 計画の表示

[image: 計画の表示]



	
次に示すように、「次へ」をクリックするか、「デプロイメント・オプション」をクリックします。


図2-71 デプロイメント・オプション

[image: デプロイメント・オプション]



	
「デプロイメント・オプション」で、次に示すようにターゲット管理エージェントの資格証明を指定します。


図2-72 Oracleホーム資格証明

[image: 資格証明の指定]



「Oracleホーム優先資格証明」が設定されていない場合は、エージェントOracleホームに対して「Oracleホーム優先資格証明のオーバーライド」を選択し、通常Oracleホーム資格証明および特権Oracleホーム資格証明を使用します。




	
注意:

ORACLEに直接アクセスする資格証明がなく、ルートとして特権資格証明を設定する必要がある場合は、Enterprise ManagerがSUDOまたはPBRUNを使用するように構成します。
次のURLのLifecycle Managementガイドの「資格証明の設定」の手順に従います。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/em.121/e27046/infrastructure_setup.htm#BABGGJB










	
次に示すように、「次へ」または左側のパネルの「検証」をクリックします。


図2-73 検証

[image: 検証オプション]



	
次に示すように、「検証」ページで「分析」をクリックします。

分析プロセスによって前提条件チェックが実行されます。パッチの競合もチェックされます。分析プロセスは完了するまでに10分近くかかります。


図2-74 検証が必要です

[image: 検証が必要]



	
分析が正常に終了したら、「次へ」をクリックします。


	
「確認」ページで「デプロイ」をクリックします。


図2-75 デプロイの準備完了

[image: デプロイの準備完了]



このプロセスは(パッチ適用対象のエージェント数に応じて)完了するまでに時間がかかりますが、次に示す詳しい進捗状況の表示リンクを使用して確認できます。


図2-76 詳しい進捗状況の表示

[image: デプロイメントの進捗]










2.5 管理エージェントでのすべてのダウンロード済プラグインの12.1.0.2リリースへのアップグレード

ここでは、管理エージェントにおいてすべてのダウンロード済プラグインを12.1.0.2リリースにアップグレードするために必要な手順を説明します。この章では、次の項目について説明します。

	
管理エージェントへのオンライン・モードでのプラグインのデプロイ


	
管理エージェントへのオフライン・モードでのプラグインのデプロイ






2.5.1 管理エージェントへのオンライン・モードでのプラグインのデプロイ

次に、Oracle Management Service上ですでにアップグレードされたプラグインを選択し、既存の管理エージェント上でそれらをアップグレードします。オンライン・モードで管理エージェントにプラグインをデプロイするには、次の手順を実行します。

	
「設定」メニューで、「拡張性」、「自己更新」の順に選択します。


図2-77 「自己更新」メニュー

[image: 自己更新]



	
「プラグイン」を選択し、「アクション」メニューで「開く」を選択します。


図2-78 自己更新

[image: エンティティ・タイプ情報]



	
「プラグイン」リンクをクリックします。


	
次に示すように、プラグインを右クリックして「デプロイ先」を選択し、「管理エージェント」を選択します。


図2-79 管理エージェントへのデプロイ

[image: 管理エージェントへのデプロイ]



	
次に示すように、「追加」をクリックして、プラグインをデプロイする管理エージェントを追加します。


図2-80 管理エージェントの追加

[image: 管理エージェントの追加]



	
必要なエージェントを選択し、「選択」をクリックします。

1つのウィンドウで複数のエージェントを選択できます。


図2-81 検索と選択: ターゲット

[image: 検索と選択]



	
次に示すように、「続行」をクリックします。


図2-82 「続行」をクリック

[image: 「続行」をクリック]



	
次に示すように、プラグイン・アップグレードの前提条件チェックを実行し、「次へ」をクリックします。


図2-83 「次へ」をクリック

[image: 「次へ」をクリック]



	
「確認」ページで「デプロイ」をクリックし、プラグインをエージェントにデプロイします。


図2-84 「デプロイ」をクリック

[image: 「デプロイ」をクリック]



「ステータスの表示」をクリックすると、プラグインのデプロイを監視できます。


図2-85 ステータスの表示

[image: ステータスの表示]



プラグインが正常にデプロイされたことを確認してから、次に進みます。









2.5.2 管理エージェントへのオフライン・モードでのプラグインのデプロイ

OMSに対するプラグイン・デプロイメントからプラグインがすぐに使用できるため、プラグインをエージェントに直接デプロイできます。オフライン・モードで管理エージェントにプラグインをデプロイするには、次の手順を実行します。

	
「設定」メニューから、「拡張性」を選択し、「プラグイン」を選択します


	
プラグインを右クリックして「デプロイ先」を選択し、「管理エージェント」を選択して、管理エージェントにプラグインをデプロイします。


図2-86 管理エージェントへのデプロイ

[image: 管理エージェントへのデプロイ]



	
管理エージェントへのオンライン・モードでのプラグインのデプロイに関する項の説明に従って、残りの手順を実行します。











2.6 プラグインに含まれるBI Publisherレポートのアップグレード

ここでは、プラグインに含まれるOracle Business Intelligence Publisher (BI Publisher)レポートをアップグレードするために必要な手順について詳しく説明します。ただし、これらの手順を実行する必要があるのは、BI Publisherが前もってインストールされ、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cと連動するように構成されている場合のみです。

BI Publisherがインストールまたは構成されていない場合は、後でBI Publisherが構成されたときに次の手順は自動的に実行されます。

BI Publisherレポートをアップグレードするには、次の手順を実行します。

	
BIPという名前のBI Publisher管理対象サーバーを起動します。


	
<MIDDLEWARE_HOME>/oms/binにナビゲートします


	
ミドルウェア・ホームを所有するアカウントのコマンドラインで次のコマンドを実行します。


emcli login -username=sysman


プロンプトでSYSMANパスワードを入力します(このプロンプトはエコーしません)。


emcli sync
emcli deploy_bipublisher_reports -force


-forceオプションを使用することが特に重要です。使用しないと、レポートが更新されません。

正常に終了した確認を受け取ります。メッセージは使用している言語で表示されますが、英語では次のようになります。


The Enterprise Manager Oracle-provided Reports have been deployed to the Enterprise Manager Shared folder "Enterprise Manager Cloud Control" on the previously registered BI Publisher "http[s]://{biphost}:{bipport}/xmlpserver".









2.7 ADPおよびJVMDのアップグレード(オプション)

ここでは、アプリケーションの依存性とパフォーマンス(ADP)およびJVM診断(JVMD)をアップグレードする手順を説明します。この手順を実行できるのは次の条件に合う場合のみです。

	
すでにADPまたはJVMDをインストールしている場合。


	
ターゲット・サーバーのOracle Management Serviceと管理エージェントの両方で、Oracle Fusion Middlewareプラグインの12.1.0.2リリースに更新した場合。







	
注意:

次の手順は、OMSパッチ(13242773)のREADMEドキュメントに含まれるADPまたはJVMDのパッチ適用に関する指示よりも優先されます。








2.7.1 アプリケーションの依存性とパフォーマンスのアップグレード

ADPをアップグレードするには、次の手順を実行します。

	
次の場所にあるADPManager.zipアーカイブを解凍します。


$MIDDLEWARE_HOME/plugins/oracle.sysman.emas.oms.plugin_12.1.0.2.0/archives/ocamm/


同じディレクトリ内にADPManager.earというフォルダが作成されます。


	
EMGCドメインのOracle WebLogic Server管理コンソールにログインし、「サーバー」をクリックします。


	
デプロイ済のすべてのADPマネージャを確認します。

これらは、サーバー名にEMGC_ADPMANAGERを含む管理対象サーバーです。たとえば、EMGC_ADPMANAGER1です。ADPマネージャごとに次の手順を実行します。説明のためにサーバー名EMGC_ADPMANAGER1を使用しています。


	
Oracle WebLogic Server管理コンソールを使用してEMGC_ADPMANAGER1を停止します。


図2-87 Oracle WebLogic Server管理コンソール

[image: oracle weblogic serverコンソール]



	
mvコマンドを使用して、EMGC_ADPMANAGER1ディレクトリ内の既存のADPManager.earフォルダの名前をADPManager.ear_12cc01978に変更します。


mv $MIDDLEWARE_HOME/gc_inst/user_projects/domains/GCDomain/EMGC_ADPMANAGER1/ADPManager.ear 
$MIDDLEWARE_HOME/gc_inst/user_projects/domains/GCDomain/EMGC_ADPMANAGER1/ADPManager.ear_12cc01978


	
mvコマンドを使用して、作成したADPManager.earフォルダをEMGC_ADPMANAGER1に移動します。


mv $MIDDLEWARE_HOME/plugins/oracle.sysman.emas.oms.plugin_12.1.0.2.0/archives/ocamm/ADPManager.ear 
$MIDDLEWARE_HOME/gc_inst/user_projects/domains/GCDomain/EMGC_ADPMANAGER1/


	
次のコマンドを使用して、ADPManager.ear_12cc01978フォルダ内のconfigディレクトリに移動します。


cd $MIDDLEWARE_HOME/gc_inst/user_projects/domains/GCDomain/EMGC_ADPMANAGER1/ADPManager.ear_12cc01978/ADPManager.war/config/


	
次のコマンドを使用してAcsera.propertiesファイルをコピーします。




	
注意:

ADPマネージャを以前にインストールしたが一度も起動していない場合は、表示される構成ファイルは存在していません。このケースでは、ステップ8と9を省略してもかまいません。








cp -f configuration.xml Acsera.properties key 
$MIDDLEWARE_HOME/gc_inst/user_projects/domains/GCDomain/EMGC_ADPMANAGER1/ADPManager.ear/ADPManager.war/config/


	
コピーしたAcsera.propertiesファイルの最後に次のプロパティを追加します。


JMXContainer.DisableComputeClassPaths = true
DeployerClient.CoreJAgentJars=lib/bcel.jar; lib/com.oracle.diagnostics.instrumentor_1.8.0.0-try-03.jar; lib/jManagement Agent1.5.jar
DeployerClient.WLDFJar=com.oracle.diagnostics.instrumentor_1.8.0.0-try-03.jar


	
Oracle WebLogic Server管理コンソールを使用してADPマネージャを起動します。


	
事前に構成されているターゲット・サーバーにすべてのADPエージェントを再デプロイします。

基本的には元の管理エージェントの上に管理エージェントを再デプロイすることに注意してください。手順は次のURLを参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/adp_installation.htm#CJHFFADD


	
ターゲット・サーバーを再起動します。








2.7.2 JVM診断のアップグレード




	
注意:

JVM診断のアップグレードを開始する前に、既存のJVMプール・ターゲットを削除してください。このためには、Enterprise Manager Cloud Consoleにログインし、「ターゲット」メニューから「ミドルウェア」を選択します。「ミドルウェア」ページで、タイプが「Java仮想マシン・プール」のすべてのターゲットを1つずつ選択して、「削除」をクリックします。







JVMDをアップグレードするには、次の手順を実行します。

	
次の場所にあるjvmd.zipアーカイブを解凍します。


$MIDDLEWARE_HOME/plugins/oracle.sysman.emas.oms.plugin_12.1.0.2.0/archives/jvmd/


これで、jammanager.earを含む一連のファイルが同じディレクトリに作成されます。


	
EMGCドメインのOracle WebLogic Server管理コンソールにログインし、「サーバー」をクリックします。


	
デプロイ済のすべてのJVMDマネージャを確認します。

これらは、サーバー名にEMGC_JVMDMANAGERを含む管理対象サーバーです(たとえば、EMGC_JVMDMANAGER1)。JVMDマネージャごとに次の手順を実行します。説明のためにサーバー名EMGC_JVMDMANAGER1を使用しています。


	
EMGC_JVMDMANAGER1がまだ実行していなければ、起動します。


	
Oracle WebLogic Server管理コンソールのチェンジ・センターで「ロックして編集」をクリックします。


図2-88 Oracle WebLogic Server管理コンソールの「ロックして編集」ボタン

[image: weblogic serverコンソール]



	
「デプロイメント」を選択し、JVMDマネージャのエンタープライズ・アプリケーションのチェック・ボックスをクリックします。

例: jammanagerEMGC_JVMDMANAGER1


	
「更新」をクリックします。


	
既存のjammanager.earのソース・パスをメモしておきます。

たとえば、次のようになります。


$MIDDLEWARE_HOME/gc_inst/user_projects/domains/GCDomain/servers/EMGC_ADMINSERVER/upload/jammanagerEMGC_JVMDMANAGER1/app/jammanager.ear


	
前のステップでメモしたソース・パスの既存のjammanager.earを、次の場所にあるjammanager.earで置き換えます。


$MIDDLEWARE_HOME/plugins/oracle.sysman.emas.oms.plugin_12.1.0.2.0/archives/jvmd/


	
「次へ」をクリックして更新を完了します。


	
ミドルウェア診断アドバイザ(MDA)を有効にしている場合は、次の手順を実行して、すべてのOracle WebLogicドメインとOracle WebLogic Serverターゲットに対して無効にしてください。

	
Cloud Controlで、WebLogic Serverドメインのターゲット・ホームページに移動します。


	
「WebLogicドメイン」メニューで「診断」を選択し、「ミドルウェア診断アドバイザの設定」を選択します。


図2-89 ミドルウェア診断アドバイザの設定

[image: MDA]



	
次に示すように、MDAが有効になっていた各ターゲットを選択して「無効化」をクリックします。


図2-90 MDAの構成(有効化および無効化)

[image: mdaの構成]






	
ターゲット・サーバーから既存のJVMD管理エージェントをアンデプロイします。

管理エージェントの名前は、通常はjavadiagnosticManagement Agent_ServerNameのようになります。


	
Enterprise Manager Cloud Controlを使用して、対応するJava仮想マシン・ターゲットを削除します。

	
「ターゲット」メニューから「ミドルウェア」を選択します。


	
アンデプロイしたJVMD管理エージェントに対応するJava仮想マシン・ターゲットを探します。


	
表の各Java仮想マシン・ターゲットを選択し、「削除」をクリックします。





	
すべてのJVMD管理エージェントを再デプロイします。

詳細は、次のOracleドキュメントを参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/jvmd_installation.htm#CHDCFFGC


	
すべてのJVMD管理エージェントを再デプロイしたら、「ミドルウェア診断アドバイザ - 構成(有効化/無効化)」ページに戻って、以前MDAが有効になっていた各ターゲットについて再び有効化します。














3 BP1を含むエージェント・イメージへの既存エージェント・イメージの更新

この章では、使用環境にダウンロードされている既存の管理エージェント・イメージを、BP1を含む管理エージェント・イメージに更新する方法を説明します。一度イメージを更新すると、この更新済イメージを使用してインストールされる管理エージェントには、BP1パッチを適用する必要がなくなります。

現在、BP1を含む更新済イメージが用意されているのは、Linux32およびLinux 64ビット・プラットフォームのみです。他のプラットフォーム用としてBP1を含む管理エージェント・バイナリがリリースされた場合には、この後の項で説明する手順を繰り返すだけで管理エージェントを更新できます。

BP1を含む管理エージェント・バイナリのバージョンは、前の12.1.0.1.リリースと同じです。次の内容について説明します。

	
OMSとターゲット管理エージェント・ホストが同じプラットフォームにある場合


	
OMSとターゲット管理エージェント・ホストが異なるプラットフォームにある場合






3.1 OMSとターゲット管理エージェント・ホストが同じプラットフォームにある場合

OMSとターゲット管理エージェント・ホストが同じプラットフォームにある場合は、次の手順を実行します。

	
管理エージェントzipファイルを次のURLのOracle Technology Network (OTN)からダウンロードします。


http://www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/downloads/oem-upgrade-console-502238.html


	
このファイルをOMS_HOME/sysman/agentディレクトリにコピーします。

複数OMSのケースでは、このファイルをすべてのOMSインスタンスのOracleホームにコピーします。









3.2 OMSとターゲット管理エージェント・ホストが異なるプラットフォームにある場合

OMSとターゲット管理エージェント・ホストが異なるプラットフォームにある場合は、次の手順を実行します。

	
Cloud Controlコンソールにログインします。


	
「設定」メニューで、「拡張性」、「自己更新」の順に選択します。


図3-1 「自己更新」ページ

[image: 「自己更新」ページ]



	
「エージェント・ソフトウェア」エンティティを選択し、「開く」をクリックします。


図3-2 「エージェント・ソフトウェア」エンティティ

[image: 「開く」を選択]



これにより、「エージェント・ソフトウェア更新版」ページが表示されます。ここでは、管理エージェント・プラットフォーム・バイナリのステータスが表示されます。


図3-3 エージェント・ソフトウェア更新版のステータス

[image: エージェント・ソフトウェアのステータス]



	
バイナリの更新を行うプラットフォームを選択します。

例を示すために、Linux x86バイナリを選択しています。現在、バンドル・パッチ1を含むLinux x86管理エージェント・バイナリが提供されています。既存のLinux x86管理エージェント・バイナリをこれらの新しいバージョンで更新します。


	
「アクション」リストで「解除」を選択します。


図3-4 「エージェント・ソフトウェア更新版」の「解除」アイコン

[image: 解除アクション]



	
確認メッセージで「解除」をクリックします。


図3-5 「解除」確認メッセージ

[image: 確認メッセージ]



ライブラリから管理エージェント・バイナリを解除するジョブがトリガーされます。次の図は、このジョブが正常に完了した場合の確認メッセージです。


図3-6 ジョブが正常に発行されたことを示すメッセージ

[image: 確認メッセージ]



ジョブが終了すると、ページはリフレッシュされ、管理エージェント・バイナリのステータスが「ダウンロード済」に変わります。次の図は、Linux x86バイナリのステータスが「ダウンロード済」に変更されたことを示します。


図3-7 「ダウンロード済」ステータスへの変更

[image: ダウンロード済ステータスへの変更]



	
ステータスが「ダウンロード済」の行を選択し、「アクション」リストの「削除」をクリックします。


図3-8 行の削除

[image: 削除アクション]



	
確認メッセージで「削除」をクリックします。


図3-9 「更新の削除」確認メッセージ

[image: 更新の削除]



これにより次のメッセージが表示されます。


図3-10 削除の確認

[image: 削除の確認メッセージ]



	
ページをリフレッシュして、選択した管理エージェント・バイナリがライブラリからなくなったことを確認します。


	
ステータスが「使用可能」の管理エージェント・バイナリを削除するには、行を選択し、「アクション」リストの「削除」をクリックします。

例を示すために、Linux x86管理エージェント・バイナリを選択しています。


図3-11 エージェント・ソフトウェア更新版

[image: エージェントの更新]




図3-12 エージェント・バイナリの削除

[image: バイナリの削除]



	
確認メッセージで「削除」をクリックします。


図3-13 「更新の削除」確認メッセージ

[image: 更新の削除]



これにより次のメッセージが表示されます。


図3-14 削除の確認

[image: 削除の確認メッセージ]



	
ページをリフレッシュして、選択した管理エージェント・バイナリがライブラリからなくなったことを確認します。


	
「自己更新」ページで「エージェント・ソフトウェア」エンティティを選択して、「更新の確認」をクリックし、最新のエージェント・バイナリを取得します。


図3-15 最新のエージェント・バイナリ

[image: 最新バイナリ]



トリガーされたジョブが終了すると、「使用可能な更新」列が更新されていることがわかります。確認メッセージも表示されます。


図3-16 「確認」メッセージ

[image: 新しい更新の確認]













4 WindowsおよびzLinux管理エージェントのバンドル・パッチ1

この章では、Windows 64ビットのOMSと管理エージェント、Windows 32ビットの管理エージェントのみ、およびzLinuxの管理エージェントのみに関して、バンドル・パッチ1のユースケースを説明します。次のシナリオについて説明します。

	
Windows (64ビット)でのEnterprise Manager Cloud Control 12cのインストール


	
BP1を含むLinux上のOMSによるWindowsまたはzLinuxホストの管理


	
BP1なしのOMSでのWindowsまたはzLinuxホストの管理






4.1 Windows (64ビット)でのEnterprise Manager Cloud Control 12cのインストール

Enterprise Manager Cloud Control 12cをWindowsにインストールするには、Oracle Technology Networkからバイナリをダウンロードします。12.1.0.1インストール・ソフトウェアを、製品のDVDまたは次のOracle Technology Network(OTN)から取得できます。

http://www.oracle.com/technetwork/oem/enterprise-manager/downloads/index.html

詳細は、次のURLの『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlアドバンスト・インストレーションおよび構成ガイド』のソフトウェアの入手に関する項を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e24089/getstrtd_proc_sw.htm#BACFDBCA


ダウンロード・ページで、Windows (64ビット) (バンドル・パッチ1を含む)のリリースを選択します。

バンドル・パッチ1バイナリはデフォルトでインストールされます。Enterprise ManagerバイナリにはデフォルトでBP1パッチが含まれます。このドキュメントで説明するBP1パッチの手順に従う必要はありません。

Windowsインストール・プロセスの中で、12.1.0.2バージョンのOracle DatabaseおよびOracle Fusion Middlewareプラグインもデフォルトでインストールされます。インストールの際には、使用可能な追加のプラグイン(Fusion Applicationsプラグインなど)をインストールするオプションがあります。必要になると考えられるすべてのプラグインをインストールすることをお薦めします。

Enterprise Manager Cloud Controlのインストール・ウィザードを起動すると、2つのインストール・タイプ、「単純」と「拡張」が示されます。追加プラグインをインストールする場合は、拡張インストールを実行する必要があります。

詳細は、次のURLの『Oracle Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』の拡張構成でのインストールに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/install_em_exist_db.htm#CHDECIFI

インストール情報の詳細は、次のURLの『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlアドバンスト・インストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e24089/toc.htm






4.2 BP1を含むLinux上のOMSによるWindowsまたはzLinuxホストの管理

ここでは、BP1を含むLinux (32ビットまたは64ビット)においてWindows (32ビットまたは64ビット)ホストまたはzLinuxホストをOracle Management Serviceから管理する方法を説明します。この後の項では、Linuxホスト上でOracle Management Service 12.1.0.1インスタンスがBP1適用済で(またはBP1バイナリが含まれる新規インストールとして)実行しているときに、WindowsまたはzLinuxホスト・マシン(あるいは両方)を監視するケースについて説明します。Oracle Management Service 12.1.0.1インスタンスは、前の項で説明したように新規インストールか、BP1を含むパッチを適用している必要があります。

BP1をLinux 32ビットまたは64ビット用Oracle Management Serviceホストに適用する手順は、Oracle Management Serviceでのバンドル・パッチ1の適用に関する項を参照してください。




	
注意:

Linux OMSは、BP1が適用されているか、BP1を含んでいる必要があります。これはWindowsまたはzLinuxエージェントを監視するための必須要件です。







このような前提条件が満たされた状態で、次の項で説明する手順を順序どおりに実行する必要があります。

	
Oracle Management Serviceでのパッチ14040891の適用(必須)


	
Database、Fusion MiddlewareおよびFusion Applicationsのプラグインのパッチ適用


	
管理エージェント・ソフトウェアのダウンロード


	
Windows固有リビジョンに対応するプラグインのダウンロードとアップグレード


	
WindowsまたはzLinuxホスト・ターゲットへの管理エージェントのデプロイ


	
監視するターゲットの追加




この後の項で説明するプロセスは、Windows 32ビット、Windows 64ビットおよびzLinux管理エージェントで同一です。



4.2.1 Oracle Management Serviceでのパッチ14040891の適用(必須)

Linux 32ビットまたは64ビット上のOracle Management Service 12.1.0.1にパッチ14040891を適用する必要があります。パッチをインストールするには、次の手順を実行します。




	
注意:

複数OMS環境では、最初のOMSホストで次の手順の実行が終了したら、他の各OMSホストで同じ手順を繰り返す必要がありますが、ステップ(8)、(9)、(14)および(15)は除きます。







	
このプロセスを開始する前に次のコンポーネントをバックアップします。

	
Oracleインベントリ


	
管理リポジトリ・データベース


	
ミドルウェア・ホーム


	
インスタンス・ホーム


	
ソフトウェア・ライブラリ


	
管理エージェント




手順は、次のURLにあるの『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』の「Enterprise Managerのバックアップ」を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/ha_backup_recover.htm#BGBCCIJC


	
正しいOPatchバージョンがOMSホームにインストールされていることを確認します。バンドル・パッチ1をインストールするために必要なOPatchバージョンは11.1.0.9.4以上です。OPatch 11.2.0.xは使用しないでください。OPatchバージョンの詳細は、正しいOPatchバージョンの使用に関する項を参照してください。


	
管理リポジトリ・データベースとそのリスナーが稼働していることを確認します。


	
ORACLE_HOME環境変数が次のOMSホームに設定されていることを確認します。

<%MIDDLEWARE_HOME%>/oms

これは、Oracle Management Serverインストールの最上位ディレクトリです。


	
PATH環境変数が、OMSのOracleホームにあるunzip実行可能ファイル、ORACLE_HOME/binおよびORACLE_HOME/OPatchディレクトリの場所を含むように、次のコマンドを使用して設定します。

setenv PATH $ORACLE_HOME/bin:$ORACLE_HOME/OPatch:$PATH

次のコマンドを実行して、PATH変数が設定されていることを確認します。

echo $PATH


	
パッチ14040891をMy Oracle Support (https://support.oracle.com)からダウンロードします。


	
次のコマンドを実行して、Oracleインベントリを確認します。

$ opatch lsinventory

OPatchがOracleインベントリにアクセスするため、この確認が必要です。このコマンドでエラーが表示された場合は、Oracleサポート・サービスに問い合せて問題を解決してください。


	
パッチZIPファイルの内容を格納する場所を指定します。

この項ではこの後、この場所(絶対パス)をPATCH_TOP_DIRと示します。


	
次のコマンドを実行して、パッチZIPファイルの内容を前のステップで作成した場所に抽出します。


$ unzip -d PATCH_TOP_DIR p14040891_121010_Generic.zip


	
パッチのディレクトリから次のコマンドを実行して、パッチ14040891が、Linux OMSの既存の個別パッチと競合しないことを確認します。

$PATCH_TOP_DIR/opatch prereq CheckConflictAgainstOHWithDetail -phBaseDir ./14040891


図4-1 パッチ14040891

[image: パッチ13707704]



このコマンドによって、競合するすべてのパッチをリストするレポートが生成されます。競合するパッチがない場合は、パッチのインストールに進みます。

競合するパッチが1つ以上ある場合は、次の手順を実行します。

	
My Oracle Supportにパッチのマージ・リクエストを発行します。


	
My Oracle Supportからマージ個別パッチをダウンロードします。


	
競合しているパッチを各パッチのREADMEファイルの指示に従って手動で削除します。詳細は、My Oracle Supportノート965556.1を参照してください。


	
Linux OMSにパッチ14040891を適用します。


	
マージ個別パッチを適用します。





	
次のコマンドを実行して、OMSを停止します。

<OMS_ORACLE_HOME>/bin emctl stop oms -all

次のコマンドを実行して、OMSが完全に停止したことを確認します。

<OMS_ORACLE_HOME>/bin emctl status oms

できれば、OMSおよび関連するサービスを停止することをお薦めします。注意: 複数OMS環境では、これらのコマンドをすべてのOMSインスタンスで実行する必要があります。


	
次のコマンドを使用して、PATCH_TOP_DIR/14040891ディレクトリにナビゲートします。


$ cd PATCH_TOP_DIR/14040891


	
次のコマンドを実行してパッチを適用します。

このコマンドは、複数OMS環境では各OMSで実行する必要があります。


$ opatch napply


次のメッセージが画面に表示されることがあります。

	
続行しますか。[y|n]: (y)




	
注意:

環境に適用したパッチのいずれかが13638422のスーパーセットの場合、既存のパッチをロールバックするというメッセージを受け取ります。これは予期される動作です。Yを入力して次に進みます。
このメッセージの例は次のとおりです。


Conflicts/Supersets for each patch are:
Patch : 13824700
Bug Superset of 13638422
Super set bugs are:13638422
Patches [ 13638422 ] will be rolled back.
 
Do you want to proceed? [y|n]"










	
Oracleサポートの電子メール・アドレス/ユーザー名: (詳細情報を入力するか、[Enter]を押して続行します)


	
セキュリティの問題に関する通知を今後も受け取りませんか([Y]はい、[N]いいえ) [N]: (y)





図4-2 パッチの適用

[image: パッチの適用]



	
最初のOMSに対してのみ次のコマンドを実行します(SYSMANパスワードの入力を求められます)。


$ ORACLE_HOME/bin/emctl applypatch repos -patchHome $PATCH_TOP_DIR/14040891/13653571


コマンドが正常に終了すると、次のメッセージが表示されます。


PATCH APPLICATION HAS SUCCEEDED


	
最初のOMSに対してのみ次のコマンドを実行します(SYSMANパスワードの入力を求められます)。


<command prompt> emctl register oms metadata -service swlib -file $ORACLE_HOME/sysman/metadata/swlib/multioms  -core



図4-3 OMSデータの登録

[image: omsデータの登録]




<command prompt> emctl register oms metadata -service procedures -file $ORACLE_HOME/sysman/metadata/procedures/multioms/MultiOMS.xml -core


コマンドが正常に終了すると、次のメッセージが表示されます。


Metadata registration successful



<command prompt> emctl register oms metadata -service derivedAssocs -file $ORACLE_HOME/sysman/metadata/derivedAssocs/emSystemAssocRules.xml -core


コマンドが正常に終了すると、次のメッセージが表示されます。


Metadata registration successful


	
次のコマンドを各OMSインスタンスで実行してOMSを起動します。


ORACLE_HOME/bin/emctl start oms









4.2.2 Database、Fusion MiddlewareおよびFusion Applicationsのプラグインのパッチ適用

OMSホストにデプロイされているバージョン12.1.0.2のOracle Database、Oracle Fusion MiddlewareおよびOracle Fusion Applicationsプラグインにパッチを適用する必要があります。個別のプラグインごとにOracleホームに個別のパッチを適用する必要があります。

次のパッチのインストール手順を説明します。

	
Oracle Databaseプラグイン・パッチ13713877の適用


	
Oracle Fusion Middlewareプラグイン・パッチ13715926の適用


	
Oracle Fusion Applicationsパッチ13719833の適用




OMS上のプラグインにパッチを適用するには、表4-1のパッチをダウンロードしてOMSホストの各プラグインのホームに適用します(指定の順序で一度に1つのパッチを適用します)。パッチはMy Oracle Support (https://support.oracle.com)から入手できます。




	
注意:

停止時間を短縮するには、OMSを停止してから、次の3つのパッチをそれぞれのOracleホームに適用し、すべてのパッチが正常に適用された後で再起動します。








表4-1 Microsoft Windows用のプラグイン・パッチ

	プラグイン名	プラグインID	パッチ	パッチを適用するOracleホーム
	
Oracle Database

	
oracle.sysman.db

	
13713877

	
%MIDDLEWARE_HOME%/plugins/oracle.sysman.db.oms.plugin_12.1.0.2.0


	
Oracle Fusion Middleware

	
oracle.sysman.emas

	
13715926

	
%MIDDLEWARE_HOME%/plugins/oracle.sysman.emas.oms.plugin_12.1.0.2.0


	
Oracle Fusion Applications

	
oracle.sysman.emfa

	
13719833

	
%MIDDLEWARE_HOME%/plugins/oracle.sysman.emfa.oms.plugin_12.1.0.2.0










4.2.2.1 Oracle Databaseプラグイン・パッチ13713877の適用

Oracle Databaseプラグイン・パッチ13713877をOracle Management Serviceに適用します。パッチを適用するには、READMEに指定されているすべての前提条件が満たされていることを確認して、次の手順を実行します。

	
次のコマンドを実行して、OMSを停止します。


 <ORACLE_HOME>/bin emctl stop oms


複数OMS環境ではすべてのOMSインスタンスを停止してください。


	
環境変数PLUGIN_HOMEを次のように設定します。

<%MIDDLEWARE_HOME%>/plugins/oracle.sysman.db.oms.plugin_12.1.0.2.0

たとえば、次のようになります。

setenv PLUGIN_HOME /example/work/midlwre6465/plugins/oracle.sysman.db.oms.plugin_12.1.0.2.0


	
パッチZIPファイルの内容を格納する場所を用意します。

この項ではこの後、この場所(絶対パス)をPATCH_TOP_DIRと示します。


	
次のコマンドを実行して、パッチZIPファイルの内容を前のステップで作成した場所に抽出します。


$ unzip -d PATCH_TOP_DIR p13713877_121010_Generic.zip


	
次のコマンドを使用して、PATCH_TOP_DIR/13713877ディレクトリにナビゲートします。


$ cd PATCH_TOP_DIR/13713877


	
各OMSインスタンスで次のコマンドを実行してパッチを適用します(複数OMS環境)。


$ opatch napply -oh $PLUGIN_HOME


次のメッセージが画面に表示されることがあります。

	
続行しますか。[y|n]: (y)


	
Oracleサポートの電子メール・アドレス/ユーザー名: (詳細情報を入力するか、[Enter]を押して続行します)


	
セキュリティの問題に関する通知を今後も受け取りませんか([Y]はい、[N]いいえ) [N]: (y)




パッチが正常に適用されると、次のメッセージが表示されます。


OPatch succeeded


	
最初のOMSに対してのみ次の4つのコマンドを実行します(SYSMANパスワードの入力を求められます)。

コマンドが正常に終了すると、次のメッセージが表示されます。


Metadata registration successful





	
注意:

次のコマンドで、<command prompt>はOMS_ORACLE_HOME/binです。







	
<command prompt> emctl register oms metadata -service swlib -file $PLUGIN_HOME/metadata/swlib -pluginId oracle.sysman.db


	
<command prompt> emctl register oms metadata -service procedures -file $PLUGIN_HOME/metadata/procedures/ExtendClusterNG.xml -pluginId oracle.sysman.db


	
<command prompt> emctl register oms metadata -service procedures -file $PLUGIN_HOME/metadata/procedures/provsidb.xml -pluginId oracle.sysman.db


	
<command prompt> emctl register oms metadata -service preNGProcedures -file $PLUGIN_HOME/metadata/preNGProcedures/RACProvisionWIN.xml -pluginId oracle.sysman.db





	
OMSインスタンスを起動します。

<ORACLE_HOME>/bin emctl start oms









4.2.2.2 Oracle Fusion Middlewareプラグイン・パッチ13715926の適用

ここでは、Oracle Fusion Middlewareプラグイン・パッチ13715926をOracle Management Serviceに適用する方法を説明します。パッチを適用するには、READMEに指定されているすべての前提条件が満たされていることを確認して、次の手順を実行します。

	
次のコマンドを実行して、OMSを停止します。


 <ORACLE_HOME>/bin emctl stop oms


複数OMS環境ではすべてのOMSインスタンスを停止してください。


	
環境変数PLUGIN_HOMEを次のように設定します。

<%MIDDLEWARE_HOME%>/plugins/oracle.sysman.emas.oms.plugin_12.1.0.2.0

たとえば、次のようになります。

setenv PLUGIN_HOME /example/work/midlwre6465/plugins/oracle.sysman.emas.oms.plugin_12.1.0.2.0


	
パッチZIPファイルの内容を格納する場所を用意します。

この項ではこの後、この場所(絶対パス)をPATCH_TOP_DIRと示します。


	
次のコマンドを実行して、パッチZIPファイルの内容を前のステップで作成した場所に抽出します。


$ unzip -d PATCH_TOP_DIR p13715926_121010_Generic.zip


	
次のコマンドを使用して、PATCH_TOP_DIR/13715926ディレクトリにナビゲートします。


$ cd PATCH_TOP_DIR/13715926


	
各OMSで次のコマンドを実行してパッチを適用します(複数OMS環境)。


$ opatch napply -oh $PLUGIN_HOME


次のメッセージが画面に表示されることがあります。

	
続行しますか。[y|n]: (y)


	
Oracleサポートの電子メール・アドレス/ユーザー名: (詳細情報を入力するか、[Enter]を押して続行します)


	
セキュリティの問題に関する通知を今後も受け取りませんか([Y]はい、[N]いいえ) [N]: (y)





	
最初のOMSで次の8個のコマンドを実行して、ジョブ・タイプの登録のみを行います。各コマンドでプロンプト表示されたらSYSMANパスワードを入力します。

コマンドが正常に終了すると、次のメッセージが表示されます。


Metadata registration successful





	
注意:

次のコマンドで、<command prompt>はOMS_ORACLE_HOME/binです。







	
<command prompt> emctl register oms metadata -service swlib -file $PLUGIN_HOME/metadata/swlib/coherenceprov -pluginId oracle.sysman.emas


	
<command prompt> emctl register oms metadata -service swlib -pluginId oracle.sysman.emas -file $PLUGIN_HOME/metadata/swlib


	
<command prompt> emctl register oms metadata -pluginId oracle.sysman.emas -service procedures -file $PLUGIN_HOME/metadata/procedures/FMWPROV.xml


	
<command prompt> emctl register oms metadata -pluginId oracle.sysman.emas -service procedures -file $PLUGIN_HOME/metadata/procedures/DomainScaleUp.xml


	
<command prompt> emctl register oms metadata -pluginId oracle.sysman.emas -service jobTypes -file $PLUGIN_HOME/metadata/jobTypes/CreateFMWBundle.xml


	
<command prompt> emctl register oms metadata -pluginId oracle.sysman.emas -service jobTypes -file $PLUGIN_HOME/metadata/jobTypes/CreateFMWGoldImage.xml


	
<command prompt> emctl register oms metadata -service procedures -file $PLUGIN_HOME/metadata/procedures/WholeServerMigration.xml -pluginId oracle.sysman.emas


	
<command prompt> emctl register oms metadata -service swlib -file $PLUGIN_HOME/metadata/swlib/patch -pluginId oracle.sysman.emas





	
OMSインスタンスを起動します。

<ORACLE_HOME>/bin emctl start oms









4.2.2.3 Oracle Fusion Applicationsパッチ13719833の適用

ここでは、Oracle Fusion Applicationsパッチ13719833をOracle Management Serviceに適用する方法を説明します。パッチを適用するには、READMEに指定されているすべての前提条件が満たされていることを確認して、次の手順を実行します。




	
注意:

環境にFusion Applicationsプラグインがない場合、この手順は実行しないでください。







	
次のコマンドを実行して、OMSを停止します。


 <ORACLE_HOME>/bin emctl stop oms


複数OMS環境ではすべてのOMSインスタンスを停止してください。


	
環境変数PLUGIN_HOMEを次のように設定します。

<%MIDDLEWARE_HOME%>/plugins/oracle.sysman.emfa.oms.plugin_12.1.0.2.0

たとえば、次のようになります。

setenv PLUGIN_HOME /example/work/midlwre6465/plugins/oracle.sysman.emfa.oms.plugin_12.1.0.2.0


	
パッチZIPファイルの内容を格納する場所を用意します。

この項ではこの後、この場所(絶対パス)をPATCH_TOP_DIRと示します。


	
次のコマンドを実行して、パッチZIPファイルの内容を前のステップで作成した場所に抽出します。


$ unzip -d PATCH_TOP_DIR p13719833_121010_Generic.zip


	
次のコマンドを使用して、PATCH_TOP_DIR/13719833ディレクトリにナビゲートします。


$ cd PATCH_TOP_DIR/13719833


	
次のコマンドを実行してパッチを適用します。


$ opatch napply -oh $PLUGIN_HOME


次のメッセージが画面に表示されることがあります。

	
続行しますか。[y|n]: (y)


	
Oracleサポートの電子メール・アドレス/ユーザー名: (詳細情報を入力するか、[Enter]を押して続行します)


	
セキュリティの問題に関する通知を今後も受け取りませんか([Y]はい、[N]いいえ) [N]: (y)




パッチが適用されると、次のメッセージが表示されます。


OPatch succeeded


	
OMSインスタンスを起動します。

<ORACLE_HOME>/bin emctl start oms











4.2.3 管理エージェント・ソフトウェアのダウンロード

Enterprise Manager Cloud Controlでサポートされている各種のプラットフォーム(オペレーティング・システム)用の管理エージェント・ソフトウェアは、自己更新コンソールを使用してソフトウェア・ライブラリにダウンロードできます。エージェントが一度ソフトウェア・ライブラリに保存されれば、管理エージェントのインストール・ウィザードを使用して、Cloud Controlによる管理対象のホスト・マシンにインストールできます。

管理エージェントをダウンロードすると、次に示すように「自己更新」インタフェースに表示されます。このページを表示するには、Cloud Controlコンソールにログインし、「設定」メニューで「拡張性」、「自己更新」の順に選択してから、「エージェント・ソフトウェア」をクリックします。


図4-4 自己更新

[image: 自己更新]



次の項で、オンライン・モードおよびオフライン・モードによるエージェント・ソフトウェアの取得手順を説明します。

	
オンライン・モードでの管理エージェント・ソフトウェアの取得


	
オフライン・モードでの管理エージェント・ソフトウェアの取得






4.2.3.1 オンライン・モードでの管理エージェント・ソフトウェアの取得

「自己更新」をオンライン・モードで使用するには、Enterprise ManagerがMy Oracle Supportにアクセスできることが必要です。My Oracle SupportのURLは次のとおりです。


https://support.oracle.com


	
「設定」メニューで、「拡張性」、「自己更新」の順に選択します。


	
エンティティ・タイプ「エージェント・ソフトウェア」を選択し、「更新の確認」をクリックします。




	
注意:

最初にMy Oracle Support資格証明を設定していることを確認します。詳細は、My Oracle Support資格証明の設定に関する項を参照してください。








	
「アクション」メニューから「開く」を選択します。各種のプラットフォーム用のエージェント・ソフトウェアを示すエンティティ・タイプ・ページが表示されます。


	
使用可能な更新のリストから更新を選択します。


	
使用可能リストからダウンロードする必要があるソフトウェアを選択し、「ダウンロード」をクリックします。「スケジュール・ダウンロード」ダイアログ・ボックスが開きます。


	
更新をいつダウンロードするか選択します。次のオプションが使用可能です。

	
即時


	
後で(指定した時刻)


	
ダウンロードが完了したとき通知を送信するかどうか





	
「選択」をクリックします。ソフトウェア・ライブラリにエージェント・ソフトウェアをダウンロードするためのEnterprise Managerジョブが作成されます。

Enterprise Managerでは、Oracle Enterprise Managerストアからのアーカイブのダウンロードが開始します。ダウンロードが完了するまで待ちます。

ジョブが発行されると、Enterprise Managerには「確認」ページが表示され、ダウンロードされたプラグインがローカルのOracle Enterprise Managerストアに表示されます。


	
ダウンロードが完了したら、エージェントを選択して「適用」をクリックします。このステップではエージェント・ソフトウェアがソフトウェア・ライブラリにステージングされ、ターゲットの追加ウィザードで使用できるようになります。このウィザードは、ホスト・マシンでのエージェントのインストールに使用されます。


	
「エージェント・ソフトウェア」をクリックして、ターゲットの追加/エージェント・インストール・ウィザードを起動します。

詳細は、WindowsまたはzLinuxホスト・ターゲットへの管理エージェントのデプロイに関する項を参照してください。









4.2.3.2 オフライン・モードでの管理エージェント・ソフトウェアの取得

次の自己更新プロセスは、Enterprise Managerがオフライン・モードの場合のみ実行してください。

	
Cloud Controlがオフライン・モードに設定されていることを確認します。「設定」メニューから、「プロビジョニングとパッチ適用」を選択し、「オフライン・パッチ」を選択して、「適用」をクリックします。


	
次のコマンドを実行します:


$ <OMS_ORACLE_HOME>/emcli login -username=sysman


パスワードを入力すると、次の確認メッセージが表示されます。


Login successful


	
次のコマンドを実行します:


./emcli sync


次の確認メッセージが表示されます。


Synchronized successfully 


	
「設定」メニューで、「拡張性」、「自己更新」の順に選択します。


	
「自己更新」ホームページで「更新の確認」をクリックします。メッセージが表示され、すべての更新のカタログをダウンロードするためにアクセスされるURLが示されます。


	
インターネット接続できるコンピュータから、メッセージ・ウィンドウに示される前述のURLを使用してカタログ・ファイルをダウンロードします。


	
ダウンロードしたファイルを、次のいずれかの方法でコピーします。

	
管理エージェントおよびEM CLIがインストールされている任意のホストへ


	
Oracle Management Serviceホストが対象





	
カタログがダウンロードされると、次の2つの方法の1つを使用してEnterprise Managerにインポートできます。

	
カタログを管理サーバー・ホストに送信し、次のコマンドを実行してEnterprise Managerにインポートします。


$ emcli import_update_catalog -file=<catalog file name with full path> -omslocal


	
カタログを環境内の任意の管理対象ホストに送信し、次のコマンドを実行してEnterprise Managerにインポートします。


$ emcli import_update_catalog -file=<catalog file name with full path> -host=<host name> <host credential options>





	
エンティティ・タイプ「エージェント・ソフトウェア」を選択し、「アクション」メニューから「開く」を選択します。各種のプラットフォーム用のエージェント・ソフトウェアを示すエンティティ・タイプ・ページが表示されます。


	
使用可能な更新のリストから更新を選択します。


	
「ダウンロード」をクリックします。URLと指示が記載されたメッセージが表示されます。


	
インターネット接続できるコンピュータから、メッセージ・ウィンドウに表示されるURLからファイルをダウンロードします。次のいずれかを実行します。

	
ファイルを管理エージェントにコピーします。


	
ファイルをOracle Management Serviceにコピーします。




12.1 OMS home/binディレクトリに移動し、次のコマンドを実行して、前のステップでダウンロードした更新ファイルをインポートします。


$ OMS_ORACLE_HOME/emcli import_update  -omslocal  -file=<absolute location of the zip file>





	
注意:

セッションが期限切れになると、再ログインがプロンプトされることがあります。これには次のコマンドを実行します。

$ emcli login –username=sysman









この段階で、自己更新ホームページでは更新が「ダウンロード」ステータスと表示されます。


	
ダウンロードが完了したら、管理エージェントというエンティティを選択して「適用」をクリックします。このステップでは管理エージェント・ソフトウェアというエンティティがソフトウェア・ライブラリにステージングされ、ターゲットの追加ウィザードで使用できるようになります。このウィザードは、ホスト・マシンでのエージェントのインストールに使用されます。


	
「エージェント・ソフトウェア」をクリックして、ターゲットの追加/エージェント・インストール・ウィザードを起動します。

詳細は、WindowsまたはzLinuxホスト・ターゲットへの管理エージェントのデプロイに関する項を参照してください。











4.2.4 Windows固有リビジョンに対応するプラグインのダウンロードとアップグレード

オンラインまたはオフライン・モードで自己更新機能を使用して、Windows固有のバージョン12.1.0.2およびリビジョン120427のOracle Database、Oracle Fusion MiddlewareおよびOracle Fusion Applicationプラグインを取得していることを確認します。手順は、OMSのすべてのデプロイ済プラグインの12.1.0.2リリースへのアップグレードに関する項で説明されているものと似ています。

Oracle Database、Oracle Fusion MiddlewareおよびOracle Fusion Applicationsプラグインの使用可能なリビジョンを表示するには、Cloud Controlコンソールにログインし、「設定」メニューで「拡張性」を選択して、「プラグイン」を選択します。






4.2.5 WindowsまたはzLinuxホスト・ターゲットへの管理エージェントのデプロイ

プラグインがそれぞれのWindowsリビジョンに対応するように更新されたら、Cloud Controlを使用して、管理エージェントをMicrosoft WindowsホストまたはzLinuxマシンにデプロイします。

	
ホスト・ターゲット(WindowsまたはzLinux)の管理エージェント・バイナリを取得します。


	
「設定」メニューから、「ターゲットの追加」を選択し、「ターゲットの手動追加」をクリックします。「ターゲットの手動追加」ページで、「ホスト・ターゲットの追加」を選択し、「ホストの追加」をクリックします。

詳細は、次のURLにあるインストレーション・ガイドのホスト・ターゲットの追加ウィザードに関する項を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/install_agent.htm#CACJEFJI









4.2.6 監視するターゲットの追加

プラグイン・リビジョンがWindowsまたはzLinuxホストにデプロイされると、ホストで実行しているOracle Database、Oracle Fusion MiddlewareおよびOracle Fusion Applicationsターゲットを検出する準備が整いました。

ターゲットがWindowsホストで検出されると、ターゲット・タイプを監視するために必要なプラグイン・コードが、ホストにインストールされている管理エージェントにデプロイされます。たとえば、Oracle Databaseターゲットを検出すると、必要なOracle Databaseプラグイン・コードが、データベース・ホスト・マシンにインストールされた管理エージェントにプッシュされます。

Enterprise Managerではターゲット検出のオプションが2つあります。

	
自動ターゲット検出: この機能では、Enterprise Manager Cloud Controlが管理および監視できるOracleコンポーネントのホスト・マシンをスキャンします。

自動検出の構成方法の詳細は、次の項目を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/discovery.htm#CBACIHEJ


	
手動ターゲット検出: この機能では、Windowsホスト上のターゲットを手動で検出する手順を示します。

ターゲットの手動検出の手順は、次の項目を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/discovery.htm#CBAEIBCC











4.3 BP1なしのOMSでのWindowsまたはzLinuxホストの管理

Windows 32または64ビット・ホストまたはzLinuxホストの監視を、BP1が含まれないOMSまたはBP1が適用されていないOMSから行うユースケースは、サポートされていません。それぞれのプラットフォームのBP1がリリースされるまで待つ必要があります。次のURLのMy Oracle Supportノート1395505.1に含まれるBP1リリース・スケジュールを参照してください。


https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&doctype=ANNOUNCEMENT&id=1395505.1









5 Solaris (SPARC)、Solaris (x86-64)およびIBM AIX (64ビット)のバンドル・パッチ1

この章では、Solaris (SPARC)、Solaris (x86-64)およびIBM AIX (64ビット)のOMSおよび管理エージェントにバンドル・パッチ1を適用する様々なユースケースについて説明します。この章は次の項で構成されています:

	
始める前に


	
Solaris (SPARC)、Solaris (x86-64)またはIBM AIX (64ビット)でのEnterprise Manager Cloud Control 12cのインストール


	
Solaris SPARC、Solaris (x86-64)またはIBM AIXでのバンドル・パッチ1の適用


	
Solaris SPARC、Solaris (x86-64)、IBM AIX、HP-UXまたはHP-UX Itaniumホストにデプロイされた新規管理エージェントを、BP1を含むLinux上のOMSまたはバンドル・パッチ1を含むWindows上のOMSから管理する


	
Solaris SPARC、Solaris (x86-64)、IBM AIX、HP-UXまたはHP-UX Itaniumホストで実行している既存管理エージェントを、BP1を含むLinux上のOMSまたはバンドル・パッチ1を含むWindows上のOMSから管理する






5.1 始める前に

インストール・プロセスに進む前に次の重要事項を確認してください。

	
1つ以上の追加OMSをデプロイし、リポジトリ・データベースとしてローカルReal Application ClusterまたはData Guardデータベースを使用して、高可用性対応のEnterprise Managerを構成している場合は、次のパッチ適用順序を使用します。

	
各OMSを停止します。


	
各OMSホームにパッチを適用します。


	
デプロイ後のステップを実行します。




Data Guardを使用する際の注意事項は特にありません。パッチ適用手順で発生するリポジトリの変更は、通常のData Guard操作によってスタンバイ・データベース・リポジトリに転送されるためです。


	
1つ以上のスタンバイOMSとスタンバイ・データベース(Oracle RACまたは単一インスタンス)を別のサイトにデプロイして、障害時リカバリ対応としてEnterprise Managerを構成している場合、スタンバイ・サイトのパッチ適用は、すべてのパッチとプラグインの更新がプライマリ・サイトにデプロイされた後で実行する必要があります。

プライマリ・サイトのパッチと更新済プラグインがデプロイされた後で、これらの更新によってリポジトリに行われた変更が、通常のData Guard操作としてスタンバイ・データベース・リポジトリに転送されるためです。したがって、スタンバイ・サイトにパッチを適用する場合は、次のパッチ適用順序を使用します。

	
パッチをスタンバイOMSホームに適用します。リポジトリを更新するデプロイ後の処理は実行しません。


	
リポジトリを更新せずに更新済プラグインをデプロイします。












5.2 Solaris (SPARC)、Solaris (x86-64)またはIBM AIX (64ビット)でのEnterprise Manager Cloud Control 12cのインストール

Enterprise Manager Cloud Control 12cをSolaris (SPARC)、Solaris (x86-64)またはIBM AIX (64ビット)にインストールするには、Oracle Technology Networkからバイナリをダウンロードします。12.1.0.1インストール・ソフトウェアを、製品のDVDまたは次のOracle Technology Network(OTN)から取得できます。

http://www.oracle.com/technetwork/oem/enterprise-manager/downloads/index.html

詳細は、次のURLの『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlアドバンスト・インストレーションおよび構成ガイド』のソフトウェアの入手に関する項を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e24089/getstrtd_proc_sw.htm#BACFDBCA


ダウンロード・ページで、Solaris (SPARC)、Solaris (x86-64)またはIBM AIX (64ビット) (バンドル・パッチ1を含む)リリースを選択します。

バンドル・パッチ1バイナリはデフォルトでインストールされます。Enterprise ManagerバイナリにはデフォルトでBP1パッチが含まれます。このドキュメントで説明するBP1パッチの手順に従う必要はありません。

12.1.0.2バージョンのOracle Database、Oracle Fusion Middleware、My Oracle SupportおよびExadataプラグインも、Solaris (SPARC)、Solaris (x86-64)またはIBM AIX (64-bit)のインストール・プロセスでデフォルトでインストールされます。インストールの際には、使用可能な追加のプラグイン(Fusion Applicationsプラグインなど)をインストールするオプションがあります。必要になると考えられるすべてのプラグインをインストールすることをお薦めします。

Enterprise Manager Cloud Controlのインストール・ウィザードを起動すると、2つのインストール・タイプ、「単純」と「拡張」が示されます。追加プラグインをインストールする場合は、拡張インストールを実行する必要があります。

詳細は、次のURLの『Oracle Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』の拡張構成でのインストールに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/install_em_exist_db.htm#CHDECIFI

インストール情報の詳細は、次のURLの『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlアドバンスト・インストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e24089/toc.htm






5.3 Solaris SPARC、Solaris (x86-64)またはIBM AIXでのバンドル・パッチ1の適用

バンドル・パッチ1をSolaris (SPARCまたは64ビット)またはAIXに適用するには、次の手順を実行します。

	
ステップ1: Oracle Management Serviceでのバンドル・パッチ1の適用


	
ステップ2: 管理エージェントへのパッチ適用のためのインフラストラクチャの設定


	
ステップ3: Oracle Management Serviceのプラグインのダウンロードとデプロイ


	
ステップ4: Solaris x86-64管理エージェントのみでのパッチ14158696の適用


	
ステップ5: 管理エージェントでのパッチ13242776、14041708、13491785の適用


	
ステップ6: 管理エージェントでのプラグインのデプロイ


	
ステップ7: プラグインに含まれるBI Publisherレポートのアップグレード


	
ステップ8: ADPおよびJVM診断のアップグレード


	
ステップ9: バンドル・パッチ1を含む最新エージェント・イメージへの既存エージェント・イメージの更新






5.3.1 ステップ1: Oracle Management Serviceでのバンドル・パッチ1の適用

バンドル・パッチ1をSolaris (SPARC)、Solaris (x86-64)またはIBM AIX (64-bit)のOracle Management Serviceに適用するには、次の手順を実行します。

	
パッチのインストール先またはパッチのロールバック元のOracle Management Service (OMS)が、Oracle Management Service 12cリリース1 (12.1.0.1.0)であることを確認します。


	
最新バージョンのOPatchがあることを確認します。最新バージョンがない場合は、次のURLのMy Oracle Supportノート224346.1の手順に従います。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=224346.1


	
ORACLE_HOME環境変数がOMSコア・ホーム(<%MIDDLEWARE_HOME%>/oms)に設定されていることを確認します。

このとき、<%MIDDLEWARE_HOME%>はEnterprise Manager Cloud Controlがインストールされている場所です。たとえば、/u01/app/Oracle/Middlewareです。


	
PATH環境変数が、OMSのOracleホームにあるunzip実行可能ファイル、<ORACLE_HOME>/binおよび<ORACLE_HOME>/OPatchディレクトリの場所を含むように設定します。


	
Oracleインベントリを確認します。OPatchがパッチをインストールするときにアクセスするためです。インベントリを確認するには、次のコマンドを実行します。このコマンドでエラーが表示された場合は、Oracleサポート・サービスに問い合せて問題を解決してください。

$ opatch lsinventory


	
管理リポジトリとリスナーを含むOracle Databaseが稼働していることを確認します。


	
OMS BP1 13242773をMy Oracle Supportからダウンロードし、内容をアクセスできる場所(この項では<PATCH_TOP_DIR>)に抽出します。


	
JDeveloperとWeb Services Managerのそれぞれのパッチ13470978および12321965をMy Oracle Supportからダウンロードします。これらのパッチは、13242773 BP1をOMSに適用した後で適用してください。リリース11.1.1.5.0バージョンのパッチ12321965をダウンロードします。


	
OMSを停止します。

$ emctl stop oms

OMSが停止したことを確認するには、次のコマンドを実行します。

$ emctl status oms




	
注意:

複数OMS環境ではすべてのOMSインスタンスを停止します。








	
次のコンポーネントがCloud Controlドメインで実行している場合は、停止してから、BP1を適用するかプラグインを最新リリースに更新します。

	
アプリケーションの依存性とパフォーマンス(ADP)マネージャ。


	
JVM診断(JVMD)マネージャ。


	
BIPという名前のBI Publisher管理対象サーバー。





	
次のコマンドを実行して、OMS BP1 13242773をインストールします。

$ cd PATCH_TOP_DIR/13242773

$ opatch apply




	
注意:

複数OMS環境では、すべてのOMSインスタンスでこのコマンドを実行します。このステップでは、opatch applyをすべてのOMSインスタンスで同時に実行します。または、最初のOMSでBP1適用プロセスを完了してから、他のOMSインスタンスで同じ操作を行います。








	
BP1のインストール後プロセスを自動化するために適切なスクリプトを選択します。これは、単一OMS環境か複数OMS環境かによって異なります。




	
注意:

BP1が格納されているPATCH_TOP_DIRで操作を行ってください。また、post_deploy.shスクリプトを実行する前に、リポジトリのホスト名、SID、リスナー・ポートおよびSYSMANパスワードを準備しておきます。







	
単一OMS環境

単一OMS環境では、バンドル・パッチ1のディレクトリから次のコマンドを実行します。


$ PATCH_TOP_DIR/13242773/post_deploy.sh


post_deploy.shスクリプトによって、SYSMANパスワード、Enterprise Managerリポジトリ・ホスト、Enterprise Managerリポジトリ・ポート、Enterprise ManagerリポジトリSID、パッチの場所の入力が求められます。

post_deploy.shスクリプトが実行されると、OMSは自動的に起動されます。


	
複数OMS環境

複数OMS環境では、次の手順を実行します。

	
OMSホームから次のコマンドを実行して、管理サーバーを探します。

$ORACLE_HOME/bin/emctl status oms -details

次のような出力が表示されます。


Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c Release 12.1.0.2.0 
Copyright (c) 1996, 2012 Oracle Corporation. All rights reserved
Enter Enterprise Manager Root (SYSMAN) Password :
Console Server Host : myhost.example.com
HTTP Console Port : 7788
HTTPS Console Port : 7799
HTTP Upload Port : 4889
HTTPS Upload Port : 4900
EM Instance Home : /scratch/userid/work/insthome914/em/EMGC_OMS1
OMS Log Directory Location : /scratch/userid/work/insthome914/em/EMGC_OMS1/sysman/log
OMS is not configured with SLB or virtual hostname
Agent Upload is locked.
OMS Console is locked.
Active CA ID: 1
Console URL: https://myhost.example.com:7799/em
Upload URL: https://myhost.example.com:4900/empbs/upload

WLS Domain Information
Domain Name : GCDomain
Admin Server Host: myhost.example.com

Managed Server Information
Managed Server Instance Name: EMGC_OMS1
Managed Server Instance Host: myhost.example.com
WebTier is Down
Oracle Management Server is Down


	
複数OMS設定のプライマリOMSで次のコマンドを実行します。

プライマリOMSは、管理サーバーと同じ場所にあるOMSです。

$ ./PATCH_TOP_DIR/13242773/post_deploy.sh


	
他のOMS環境(プライマリ以外)で次のコマンドを実行します。

$ ./ PATCH_TOP_DIR/13242773/MultiOms_post_deploy.sh

パッチの場所を入力するように求められます。たとえば、次のようになります。

/scratch/xxx/PATCH_TOP_DIR/13242773








	
JDeveloperとWeb Services Managerのパッチ13470978および12321965をOMSに適用します。




	
注意:

これは、複数OMS環境ではすべてのOMSインスタンスに適用する必要があります。これら2つのパッチは任意の順序で適用できます。







Enterprise Managerをインストールするときに、BP1を含むEnterprise Managerバイナリを使用した場合、このJDeveloperパッチは自動的にインストールされ、他の操作は必要ありません。

既存のEnterprise ManagerインストールにBP1を適用している場合は、追加のステップとしてJDeveloperパッチを適用する必要があります。このパッチには、機能的な問題やGoogle ChromeおよびMicrosoft Internet Explorer 9ブラウザのサポートなど、様々な修正が含まれています。JDeveloperパッチはBP1の後で適用する必要があります。手順は、それぞれのパッチのREADMEを参照してください。

対応するパッチのREADMEの指示に従ってパッチを適用します。パッチ12321965を検索すると、そのパッチの2つのリリース、つまり11.1.1.5.0と11.1.1.4.0が見つかります。パッチの11.1.1.5.0リリースを選択して適用してください。両方のパッチをMiddlewareホームにあるoracle_commonディレクトリ(MW_HOME/oracle_common/)に適用することを確認します。環境変数ORACLE_HOMEを[MW_HOME]/oracle_commonディレクトリに設定してから、パッチ13470978および12321965をOMSに適用します。


	
BP1が適切にインストールされたことを確認します。次のコマンドを実行して、パッチがインベントリに登録されたことを調べます。

$<MIDDLEWARE_HOME>/oms/OPatch/opatch lsinventory

すべてのパッチがOMSにインストールされたことを確認するには、次のコマンドを実行します。

	
OMSホストで次の環境変数を設定します。

setenv ORACLE_HOME <MIDDLEWARE_HOME>/oms


	
次の確認コマンドを実行して、パッチがOMSに適用されたことを確認します。

$<MIDDLEWARE_HOME>/oms/OPatch/opatch lspatches -id 13242773 -verify

$<MIDDLEWARE_HOME>/oms/OPatch/opatch lspatches -oh <MIDDLEWARE_HOME>/oracle_common -id 12321965 -verify

$<MIDDLEWARE_HOME>/oms/OPatch/opatch lspatches -oh /<MIDDLEWARE_HOME>/oracle_common -id 13470978 –verify

コマンドの結果として、パッチがOMSにある場合はパッチ番号と詳細情報が表示されます。





	
OMS BP1 14040891をMy Oracle Supportからダウンロードし、内容をアクセスできる場所(この項では<PATCH_TOP_DIR2>)に抽出します。


	
OMSが実行している場合は停止します。それ以外の場合は、この手順はスキップします。

$ emctl stop oms

OMSが停止したことを確認するには、次のコマンドを実行します。

emctl status oms




	
注意:

複数OMS環境ではすべてのOMSインスタンスを停止します。








	
OMS BP1 14040891をインストールします。

$ cd <PATCH_TOP_DIR2>/14040891

$ opatch napply




	
注意:

複数OMS環境では、すべてのOMSインスタンスでこのコマンドを実行します。このステップでは、opatch napplyをすべてのOMSインスタンスで同時に実行します。または、最初のOMSでBP1適用プロセスを完了してから、他のOMSインスタンスで同じ操作を行います。








	
次のコマンドを実行します:

$ emctl applypatch repos -patchHome <PATCH_TOP_DIR2>/14040891/13653571

コマンドが正常に終了すると、次のメッセージが表示されます。

PATCH APPLICATION HAS SUCCEEDED


	
次のコマンドを実行します:

$ emctl register oms metadata -service swlib -file $ORACLE_HOME/sysman/metadata/swlib/multioms -core

$ emctl register oms metadata -service procedures -file $ORACLE_HOME/sysman/metadata/procedures/multioms/MultiOMS.xml -core

$ emctl register oms metadata -service derivedAssocs -file $ORACLE_HOME/sysman/metadata/derivedAssocs/emSystemAssocRules.xml -core


	
次のコマンドを実行して、OMSを起動します。

$ emctl start oms







	
注意:

スタンバイ・サイトがある場合は、次の手順を実行します。
	
各スタンバイOMSで、ステップ(1)から(11)を実行し、次にステップ(13)とステップ(14)を実行します。

注意: ステップ(12)のpost_deploy.shコマンドは実行しないでください。


	
次に、各スタンバイOMSインスタンスで次のコマンドを実行します。このとき、ORACLE_HOMEはOMSホームです。

$ ORACLE_HOME/perl/bin/perl 13242773_PATCH_TOP_DIR/apply12959056.pl

$ ORACLE_HOME/perl/bin/perl 13242773_PATCH_TOP_DIR/apply13479448.pl

$ sh $ORACLE_HOME/bin/exec_13651296_patch

これらのスクリプトは次の場所にあります。

13242773_PATCH_TOP_DIR/custom/scripts/


	
この後、ステップ(15)から(19)を実行します。




スタンバイOMSを設定する手順は、「高可用性の設定」を参照してください。














5.3.2 ステップ2: 管理エージェントへのパッチ適用のためのインフラストラクチャの設定

管理エージェントにパッチを適用するためのインフラストラクチャを設定するには、この項の手順を実行します。

	
My Oracle Support資格証明の設定方法は、2.2.1項を参照してください。


	
オンライン・モードでのインフラストラクチャの設定方法は、2.2.2項を参照してください。


	
オフライン・モードでインフラストラクチャを設定するには、次の手順を実行します。

	
My Oracle Supportへの接続が「オフライン」に設定されていることを確認します。

「設定」メニューから、「プロビジョニングとパッチ適用」を選択し、「オフライン・パッチ」を選択します。


	
「パッチ適用設定」ページで「オンライン設定とオフライン設定」を選択し、「オフライン」を選択して「適用」をクリックします。


	
インターネット接続に対応する別のホストにログインして、次の手順を実行します。

- 管理エージェントのパッチ13242776、14041708、13491785とOPatchパッチ6880880をMy Oracle Supportからダウンロードします。

- これらのパッチをソフトウェア・ライブラリにアップロードします。


	
オフライン・モードでのインフラストラクチャに戻り、次の手順を実行します。

	
管理エージェントのパッチをダウンロードします。「パッチと更新版」ページの「パッチ検索」リージョンにパッチ番号13242776、14041708、13491785をカンマで区切って指定し、「検索」をクリックします。

正しいプラットフォーム(たとえば、Solaris SPARC)を選択してください。


	
「検索」をクリックします。


	
パッチのパッチzipファイルとパッチ・メタデータ・ファイルをダウンロードします。

パッチ・メタデータをダウンロードするには、「パッチ・メタデータのダウンロード」をクリックし、「ダウンロード」をクリックします。

パッチzipファイルをクリックして、zipファイルをダウンロードします。




	
注意:

両方をダウンロードしてください。








	
必要なOPatchパッチをMy Oracle Support (https://support.oracle.com)からダウンロードします。

管理エージェント・ターゲットのプラットフォームに対応するパッチ6880880を検索します。たとえば、ターゲットがLinux x86-64の場合は、プラットフォームとしてLinux x86-64を選択します。


	
「検索」をクリックします。

バージョン11.1.0.0.0シリーズのパッチのみをダウンロードします。


	
パッチzipファイルとパッチ・メタデータの両方をダウンロードします。

パッチ・メタデータ・ファイルをダウンロードするには、「パッチ・メタデータのダウンロード」をクリックし、「ダウンロード」をクリックします。





	
管理エージェントのパッチをソフトウェア・ライブラリにアップロードします。

	
「エンタープライズ」メニューから、「プロビジョニングとパッチ適用」を選択し、「保存されたパッチ」を選択します。


	
「アップロード」をクリックし、「ソフトウェア・ライブラリへのパッチのアップロード」ページを開きます。


	
「ソフトウェア・ライブラリへのパッチのアップロード」ページの「基本情報」セクションで、次のようにします。

- 「製品ファミリ」リストから、パッチをアップロードする製品ファミリを選択します。たとえば、パッチ13242776、13491785および14041708では、Oracleシステム管理製品」を選択します。

- 「製品」リストから、パッチをアップロードする製品を選択します。たとえば、パッチ13242776、13491785および14041708では、Enterprise Managerベース・プラットフォームを選択します。

- 「パッチ・タイプの選択」から、アップロードするパッチ・タイプに応じて「パッチ」または「パッチ・セット」を選択します。たとえば、パッチ13242776、13491785および14041708では、メニューから「パッチ」を選択します。


	
パッチ13242776、14041708および13491785については、システムのローカル・ディレクトリでパッチ・メタデータ・ファイルとパッチzipファイルを選択し、「アップロード」をクリックします。


	
対応するパッチ・メタデータとパッチzipファイルを選択して、パッチ13242776、14041708および13491785をアップロードします。


	
表示されているように「基本情報」属性をリセットします。


	
パッチ・メタデータとパッチzipファイルを選択し、「アップロード」をクリックします。





	
OPatch 6880880をソフトウェア・ライブラリにアップロードするには、「基本情報」の属性を指定します。

Opatchパッチ6880880のパッチ・メタデータとパッチzipファイルを選択して、アップロードします。ページに必要なすべての属性を入力してください。

- 製品ファミリ: Oracleシステム管理製品

- 製品: Universal Installer

- リリース: バージョン11.1.0.0.0を選択します。

- 作成日: 当日の日付を使用します。

- 説明: バージョン11.1.0.xのOpatch

- プラットフォーム: ダウンロードするパッチの対象プラットフォームを選択します(たとえば、Solaris SPARC)

- 言語: 英語(アメリカ)を選択します。


	
「アップロード」をクリックします。

アップロードが正常に終了すると、すべてのパッチが「保存されたパッチ」ページに表示されます。

このプロセスが終了すると、すべてのエージェント・パッチとOpatchパッチが「ソフトウェア・ライブラリに保存されたパッチ」ページに表示されるはずです。












5.3.3 ステップ3: Oracle Management Serviceのプラグインのダウンロードとデプロイ

グラフィック・モードでプラグインをダウンロードしてOMSにデプロイするには、2.3.1項および2.3.2項を参照してください。

プラグインをグラフィック・モードでダウンロードし、OMSにデプロイするには(特に複数のプラグインをサイレント・モードで同時に処理する場合)、次の手順を実行します。

	
2.3.1項の前提条件を満たします。次に、2.3.2項のステップ(1)から(6)に従ってプラグインをダウンロードします。


	
次のようにEM CLIにログインします。


cd $ORACLE_HOME/bin/emcli login -username=sysman


	
次のコマンドを実行します:


$ORACLE_HOME/emcli sync


	
プラグインをOMSにデプロイするには、次のコマンドを実行します。


emcli deploy_plugin_on_server 
-plugin="plug-in_id"[:"version"]
[-sys_password="sys_password"] 
[-prereq_check] 


次に例を示します。


emcli deploy_plugin_on_server -plugin="oracle.sysman.db:12.1.0.2.0;oracle.sysman.emas:12.1.0.2.0"









5.3.4 ステップ4: Solaris x86-64管理エージェントのみでのパッチ14158696の適用

パッチ14158696を管理エージェントに適用するには、2.4項を参照してください。




	
注意:

2.4項で説明したパッチではなく、パッチ番号14158696をパッチ計画に追加してください。2.4項の手順はLinux固有のものです。これは例として参照し、この項の手順に従って14158696パッチを適用します。
他のパッチをこのパッチ計画に追加しないでください。このパッチ計画には、この14158696パッチしか含めることができません。














5.3.5 ステップ5: 管理エージェントでのパッチ13242776、14041708、13491785の適用




	
注意:

管理エージェントがHP-PA RISCホストまたはHP-Itaniumホストで実行している場合は、最新のOPatchバージョン11.1.0.9.7を使用してください。新しいOPatch 11.1.0.9.7バージョンをソフトウェア・ライブラリにアップロードするには、次の手順を実行します。
	
次の手順を実行して、現在のOPatchバージョンを削除します。

- Enterprise Manager Cloud Controlにログインします。

- 「エンタープライズ」メニューから、「プロビジョニングとパッチ適用」を選択し、「保存されたパッチ」をクリックします。

- 「ソフトウェア・ライブラリに保存されたパッチ」ページでパッチ6880880を検索します。

- 「削除」をクリックします。


	
OPatchパッチをOracleソフトウェア・ライブラリにアップロードするには、「Oracleソフトウェア・ライブラリへのOPatchパッチのアップロード」を参照してください。












パッチ13242776、14041708および13491785を管理エージェントに適用するには、2.4項を参照してください。




	
注意:

2.4項で説明したパッチではなく、パッチ番号13242776、14041708および13491785をパッチ計画に追加してください。2.4項の手順はLinux固有のものです。これは例として参照し、この項の手順に従ってこれらのパッチを適用します。












5.3.6 ステップ6: 管理エージェントでのプラグインのデプロイ

管理エージェントへのプラグインのデプロイ方法は、2.5項を参照してください。






5.3.7 ステップ7: プラグインに含まれるBI Publisherレポートのアップグレード

プラグインにパッケージ化されているOracle Business Intelligence Publisher (BI Publisher)レポートをアップグレードするには、2.6項を参照してください。




	
注意:

BI Publisherレポートをアップグレードするのは、BI Publisherが前もってインストールされ、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cと連動するように構成されている場合のみです。BI Publisherがまだインストールまたは構成されていない場合は、後でBI Publisherが構成されたときに、この手順が自動的に実行されます。












5.3.8 ステップ8: ADPおよびJVM診断のアップグレード

ADPおよびJVM診断をアップグレードするには、2.7項を参照してください。






5.3.9 ステップ9: バンドル・パッチ1を含む最新エージェント・イメージへの既存エージェント・イメージの更新

Oracle Management Serviceにある既存のエージェント・イメージをバンドル・パッチ1を含む最新エージェント・イメージに更新する方法は、第3章を参照してください。








5.4 Solaris SPARC、Solaris (x86-64)、IBM AIX、HP-UXまたはHP-UX Itaniumホストにデプロイされた新規管理エージェントを、BP1を含むLinux上のOMSまたはバンドル・パッチ1を含むWindows上のOMSから管理する

Solaris SPARC、Solaris 64ビット、AIX、HP-UXまたはHP-UX Itaniumホストに新たにデプロイされた管理エージェントを、BP1を含むLinux (32ビットまたは64ビット)上のOracle Management Service、またはBP1を含むWindows上のOracle Management Serviceで監視する予定がある場合は、次の手順を実行します。

	
ステップ1: Oracle Management Serviceでのパッチ14040891の適用


	
ステップ2: Oracle Management Serviceにデプロイされたプラグイン・ホームへのプラグイン・パッチの適用


	
ステップ3: プラグインのダウンロードと12.1.0.2リリースへのアップグレード


	
ステップ4: ADPおよびJVM診断のアップグレード


	
ステップ5: バンドル・パッチ1を含む最新エージェント・イメージへの既存エージェント・イメージの更新


	
ステップ6: Solaris SPARC、Solaris (x86-64)、IBM AIX、HP-UXおよびHP-UX Itaniumへの管理エージェントのデプロイ






5.4.1 ステップ1: Oracle Management Serviceでのパッチ14040891の適用

パッチ14040891をOracle Management Serviceに適用するには、次の手順を実行します。

	
パッチのインストール先またはパッチのロールバック元のOracle Management Service (OMS)が、Oracle Management Service 12cリリース1 (12.1.0.1.0)であることを確認します。


	
最新バージョンのOPatchがあることを確認します。最新バージョンがない場合は、次のURLのMy Oracle Supportノート224346.1の手順に従います。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=224346.1


	
ORACLE_HOME環境変数がOMSコア・ホーム(<%MIDDLEWARE_HOME%>/oms)に設定されていることを確認します。

このとき、<%MIDDLEWARE_HOME%>はEnterprise Manager Cloud Controlがインストールされている場所です。たとえば、/u01/app/Oracle/Middlewareです。


	
PATH環境変数が、OMSのOracleホームにあるunzip実行可能ファイル、<ORACLE_HOME>/binおよび<ORACLE_HOME>/OPatchディレクトリの場所を含むように設定します。


	
Oracleインベントリを確認します。OPatchがパッチをインストールするときにアクセスするためです。インベントリを確認するには、次のコマンドを実行します。このコマンドでエラーが表示された場合は、Oracleサポート・サービスに問い合せて問題を解決してください。

$ opatch lsinventory


	
管理リポジトリとリスナーを含むOracle Databaseが稼働していることを確認します。


	
OMSを停止します。

$ emctl stop oms

OMSが停止したことを確認するには、次のコマンドを実行します。

$ emctl status oms




	
注意:

複数OMS環境ではすべてのOMSインスタンスを停止します。








	
次のコンポーネントがCloud Controlドメインで実行している場合は、停止してから、BP1を適用するかプラグインを最新リリースに更新します。

	
アプリケーションの依存性とパフォーマンス(ADP)マネージャ。


	
JVM診断(JVMD)マネージャ。


	
BIPという名前のBI Publisher管理対象サーバー。





	
OMS BP1 14040891をMy Oracle Supportからダウンロードし、内容をアクセスできる場所(この項では<PATCH_TOP_DIR2>)に抽出します。


	
OMS BP1 14040891をインストールします。

$ cd <PATCH_TOP_DIR2>/14040891

$ opatch napply




	
注意:

複数OMS環境では、すべてのOMSインスタンスでこのコマンドを実行します。このステップでは、opatch napplyをすべてのOMSインスタンスで同時に実行します。または、最初のOMSでBP1適用プロセスを完了してから、他のOMSインスタンスで同じ操作を行います。








	
次のコマンドを実行します:

$ emctl applypatch repos -patchHome <PATCH_TOP_DIR2>/14040891/13653571


	
次のコマンドを実行します:

$ emctl register oms metadata -service swlib -file $ORACLE_HOME/sysman/metadata/swlib/multioms -core

$ emctl register oms metadata -service procedures -file $ORACLE_HOME/sysman/metadata/procedures/multioms/MultiOMS.xml -core

$ emctl register oms metadata -service derivedAssocs -file $ORACLE_HOME/sysman/metadata/derivedAssocs/emSystemAssocRules.xml -core


	
次のコマンドを実行して、OMSを起動します。

$ emctl start oms









5.4.2 ステップ2: Oracle Management Serviceにデプロイされたプラグイン・ホームへのプラグイン・パッチの適用

次の項では、Oracle Management Serviceにデプロイされているプラグイン・ホームにプラグイン・パッチを適用するプロセスについて説明します。

	
Oracle Databaseプラグイン・パッチ14089634の適用


	
Oracle Fusion Applicationsパッチ13719833の適用


	
Oracle Fusion Middlewareプラグイン・パッチ13963029の適用






5.4.2.1 Oracle Databaseプラグイン・パッチ14089634の適用

Oracle Databaseプラグイン・パッチ14089634をOracle Managementに適用するには、次の手順を実行します。

	
次のコマンドを実行して、OMSを停止します。


 <ORACLE_HOME>/bin emctl stop oms


複数OMS環境ではすべてのOMSインスタンスを停止してください。


	
環境変数PLUGIN_HOMEを次のように設定します。

<%MIDDLEWARE_HOME%>/plugins/oracle.sysman.db.oms.plugin_12.1.0.2.0

たとえば、次のようになります。

setenv PLUGIN_HOME /example/work/midlwre6465/plugins/oracle.sysman.db.oms.plugin_12.1.0.2.0


	
パッチZIPファイルの内容を格納する場所を用意します。

この項ではこの後、この場所(絶対パス)をPATCH_TOP_DIRと示します。


	
次のコマンドを実行して、パッチZIPファイルの内容を前のステップで作成した場所に抽出します。


$ unzip -d PATCH_TOP_DIR p14089634_121010_Generic.zip


	
次のコマンドを使用して、PATCH_TOP_DIR/14089634ディレクトリにナビゲートします。


$ cd PATCH_TOP_DIR/14089634


	
各OMSインスタンスで次のコマンドを実行してパッチを適用します(複数OMS環境)。


$ opatch napply -oh $PLUGIN_HOME


次のメッセージが画面に表示されます。

	
続行しますか。[y|n]: (y)


	
Oracleサポートの電子メール・アドレス/ユーザー名: (詳細情報を入力するか、[Enter]を押して続行します)


	
セキュリティの問題に関する通知を今後も受け取りませんか([Y]はい、[N]いいえ) [N]: (y)




パッチが正常に適用されると、次のメッセージが表示されます。


OPatch succeeded


	
最初のOMSに対してのみ次の4つのコマンドを実行します(SYSMANパスワードの入力を求められます)。

コマンドが正常に終了すると、次のメッセージが表示されます。


Metadata registration successful





	
注意:

次のコマンドで、<command prompt>はORACLE_HOME/binです。







	
<command prompt> emctl register oms metadata -service swlib -file $PLUGIN_HOME/metadata/swlib -pluginId oracle.sysman.db


	
<command prompt> emctl register oms metadata -service procedures -file $PLUGIN_HOME/metadata/procedures/ExtendClusterNG.xml -pluginId oracle.sysman.db


	
<command prompt> emctl register oms metadata -service procedures -file $PLUGIN_HOME/metadata/procedures/provsidb.xml -pluginId oracle.sysman.db


	
<command prompt> emctl register oms metadata -service preNGProcedures -file $PLUGIN_HOME/metadata/preNGProcedures/RACProvisionWIN.xml -pluginId oracle.sysman.db





	
OMSインスタンスを起動します。

<ORACLE_HOME>/bin emctl start oms









5.4.2.2 Oracle Fusion Applicationsパッチ13719833の適用

Oracle Fusion Applicationsパッチ13719833を適用するには、4.2.2.3項を参照してください。




	
注意:

このパッチをすでに適用している場合、再び適用する必要はありません。たとえば、4.2項の説明のように、バンドル・パッチ1をLinuxホストに適用してから、管理エージェントをMicrosoft Windowsホストにインストールした場合は、バンドル・パッチの適用プロセスですでにこのOracle Fusion Applicationsプラグイン・パッチを適用しています。このような場合は、このパッチを再び適用する必要はありません。












5.4.2.3 Oracle Fusion Middlewareプラグイン・パッチ13963029の適用

Oracle Fusion Middlewareプラグイン・パッチ13963029を適用するには、次の手順を実行します。

	
パッチのインストール先またはパッチのロールバック元のOracle Management Service (OMS)が、Oracle Management Service 12cリリース1 (12.1.0.1.0)であることを確認します。


	
最新バージョンのOPatchがあることを確認します。最新バージョンがない場合は、次のURLのMy Oracle Supportノート224346.1の手順に従います。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=224346.1


	
ORACLE_HOME環境変数がOMSコア・ホーム(<%MIDDLEWARE_HOME%>/oms)に設定されていることを確認します。


	
環境変数PLUGIN_HOMEを<%MIDDLEWARE_HOME%>/plugins/oracle.sysman.emas.oms.plugin_12.1.0.2.0に設定します。


	
PATH環境変数が、OMSのOracleホームにあるunzip実行可能ファイル、<ORACLE_HOME>/binおよび<ORACLE_HOME>/OPatchディレクトリの場所を含むように設定します。


	
Oracleインベントリを確認します。OPatchがパッチをインストールするときにアクセスするためです。インベントリを確認するには、次のコマンドを実行します。このコマンドでエラーが表示された場合は、Oracleサポート・サービスに問い合せて問題を解決してください。

$ opatch lsinventory -oh $PLUGIN_HOME


	
次のコマンドを実行して、OMSを停止してください。

$ emctl stop oms




	
注意:

複数OMS環境では、すべてのOMSを停止します。








	
管理リポジトリとリスナーを含むOracle Databaseが稼働していることを確認します。


	
パッチZIPファイルの内容を格納する場所を用意します。このドキュメントではこの後、この場所(絶対パス)を<PATCH_TOP_DIR>と示します。


	
パッチZIPファイルの内容をステップ(1)で作成した場所に抽出します。次のコマンドを実行します。

$ unzip -d <PATCH_TOP_DIR> p13963029_121020_Generic.zip


	
<PATCH_TOP_DIR>/13963029ディレクトリにナビゲートします。

$ cd <PATCH_TOP_DIR>/13963029


	
次のコマンドを実行してパッチをインストールします。

UNIXの場合:

$ opatch napply -oh $PLUGIN_HOME

Windowsの場合:

opatch napply -oh %PLUGIN_HOME%


	
次のコマンドを使用してJobTypeを登録します。

各コマンドでプロンプト表示されたらSYSMANパスワードを入力します。

$ emctl register oms metadata -service swlib -file $PLUGIN_HOME/metadata/swlib/coherenceprov -pluginId oracle.sysman.emas

$ emctl register oms metadata -service swlib -pluginId oracle.sysman.emas -file $PLUGIN_HOME/metadata/swlib

$ emctl register oms metadata -pluginId oracle.sysman.emas -service procedures -file $PLUGIN_HOME/metadata/procedures/FMWPROV.xml

$ emctl register oms metadata -pluginId oracle.sysman.emas -service procedures -file $PLUGIN_HOME/metadata/procedures/DomainScaleUp.xml

$ emctl register oms metadata -pluginId oracle.sysman.emas -service jobTypes -file $PLUGIN_HOME/metadata/jobTypes/CreateFMWBundle.xml

$ emctl register oms metadata -pluginId oracle.sysman.emas -service jobTypes -file $PLUGIN_HOME/metadata/jobTypes/CreateFMWGoldImage.xml

$ emctl register oms metadata -service procedures -file $PLUGIN_HOME/metadata/procedures/WholeServerMigration.xml -pluginId oracle.sysman.emas

$ emctl register oms metadata -service swlib -file $PLUGIN_HOME/metadata/swlib/patch -pluginId oracle.sysman.emas


	
OMSインスタンスを起動します。

<ORACLE_HOME>/bin emctl start oms











5.4.3 ステップ3: プラグインのダウンロードと12.1.0.2リリースへのアップグレード

オンライン・モードまたはオフライン・モードで「自己更新」を使用して、Solaris SPARC、Solaris (x86-64)、IBM AIXの固有リビジョンのプラグインを取得する必要があります。プラグインはDatabase、Fusion MiddlewareおよびExadataコンポーネントに関して変更されています。手順は、2.3項で説明されているものと似ています。

Oracle Database、Oracle Fusion MiddlewareおよびOracle Fusion Applicationsプラグインの使用可能なリビジョンを表示するには、Cloud Controlコンソールにログインし、「設定」メニューで「拡張性」を選択して、「プラグイン」を選択します。






5.4.4 ステップ4: ADPおよびJVM診断のアップグレード

ADPおよびJVM診断をアップグレードするには、2.7項を参照してください。






5.4.5 ステップ5: バンドル・パッチ1を含む最新エージェント・イメージへの既存エージェント・イメージの更新

Oracle Management Serviceにある既存のエージェント・イメージをバンドル・パッチ1を含む最新エージェント・イメージに更新する方法は、第3章を参照してください。






5.4.6 ステップ6: Solaris SPARC、Solaris (x86-64)、IBM AIX、HP-UXおよびHP-UX Itaniumへの管理エージェントのデプロイ

新しい管理エージェントをSolaris SPARC、Solaris 64ビット、AIX、HP-UXまたはHP-UX Itaniumにデプロイする方法は、次のURLの『Oracle Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』のインストール手順に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/install_agent.htm#BABIHIAG








5.5 Solaris SPARC、Solaris (x86-64)、IBM AIX、HP-UXまたはHP-UX Itaniumホストで実行している既存管理エージェントを、BP1を含むLinux上のOMSまたはバンドル・パッチ1を含むWindows上のOMSから管理する

Solaris SPARC、Solaris 64ビット、AIX、HP-UXまたはHP-UX Itaniumホストで実行している既存の管理エージェントを、BP1を含むLinux (32ビットまたは64ビット)上のOracle Management Service、またはBP1を含むWindows上のOracle Management Serviceで監視する予定がある場合は、次の手順を実行します。

	
ステップ1: Oracle Management Serviceでのパッチ14040891の適用


	
ステップ2: Oracle Management Serviceにデプロイされたプラグイン・ホームへのプラグイン・パッチの適用


	
ステップ3: 管理エージェントへのパッチ適用のためのインフラストラクチャの設定(プラグインのアップグレード前)


	
ステップ4: Solaris x86-64管理エージェントのみでのパッチ14158696の適用


	
ステップ5: 管理エージェントでのパッチ13242776、14041708、13491785の適用


	
ステップ6: ADPおよびJVM診断のアップグレード


	
ステップ7: 管理エージェントでのプラグインのデプロイ






5.5.1 ステップ1: Oracle Management Serviceでのパッチ14040891の適用

パッチ14040891をOracle Management Serviceに適用する方法の詳細は、5.3.1項を参照してください。






5.5.2 ステップ2: Oracle Management Serviceにデプロイされたプラグイン・ホームへのプラグイン・パッチの適用

プラグイン・パッチをOracle Management Serviceにデプロイされたプラグイン・ホームに適用する方法の詳細は、5.4.2項を参照してください。






5.5.3 ステップ3: 管理エージェントへのパッチ適用のためのインフラストラクチャの設定(プラグインのアップグレード前)

プラグインをアップグレードする前に管理エージェントにパッチを適用するためのインフラストラクチャを設定する方法の詳細は、5.3.2項を参照してください。






5.5.4 ステップ4: Solaris x86-64管理エージェントのみでのパッチ14158696の適用

パッチ14158696を管理エージェントに適用するには、2.4項を参照してください。




	
注意:

2.4項で説明したパッチではなく、パッチ番号14158696をパッチ計画に追加してください。2.4項の手順はLinux固有のものです。これは例として参照し、この項の手順に従って14158696パッチを適用します。
他のパッチをこのパッチ計画に追加しないでください。このパッチ計画には、この14158696パッチしか含めることができません。














5.5.5 ステップ5: 管理エージェントでのパッチ13242776、14041708、13491785の適用




	
注意:

管理エージェントがHP-PA RISCホストまたはHP-Itaniumホストで実行している場合は、最新のOPatchバージョン11.1.0.9.7を使用してください。新しいOPatch 11.1.0.9.7バージョンをソフトウェア・ライブラリにアップロードするには、次の手順を実行します。
	
次の手順を実行して、現在のOPatchバージョンを削除します。

- Enterprise Manager Cloud Controlにログインします。

- 「エンタープライズ」メニューから、「プロビジョニングとパッチ適用」を選択し、「保存されたパッチ」をクリックします。

- 「ソフトウェア・ライブラリに保存されたパッチ」ページでパッチ6880880を検索します。

- 「削除」をクリックします。


	
OPatchパッチをOracleソフトウェア・ライブラリにアップロードするには、「Oracleソフトウェア・ライブラリへのOPatchパッチのアップロード」を参照してください。












パッチ13242776、14041708および13491785を管理エージェントに適用するには、2.4項を参照してください。




	
注意:

2.4項で説明したパッチではなく、パッチ番号13242776、14041708および13491785をパッチ計画に追加してください。2.4項の手順はLinux固有のものです。これは例として参照し、この項の手順に従ってこれらのパッチを適用します。












5.5.6 ステップ6: ADPおよびJVM診断のアップグレード

ADPおよびJVM診断をアップグレードするには、2.7項を参照してください。






5.5.7 ステップ7: 管理エージェントでのプラグインのデプロイ

管理エージェントへのプラグインのデプロイ方法は、2.5項を参照してください。
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Y Oracle Audit Vault 0
2 1
Dy Oracle Chargeback and Capacity Plz 12.1.0.2.0 12.1.0.2.0 12.1.0.2.0 0
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Sample output:-
[T oms]$ opatch lsinventory

Oracle Interim Patch Installer version 11.1.0.0.4

Copyright (c) 2011, Oracle Corporation. All rights reserved.

Oracle Home : /u01/app/Middlewarel2ce/oms
Central Inventory : /u0l/app/oralnventory

from : /u0l/app/Middlevarel2ce/oms/oralnst. loc

OPatch version : 11.1.0.9.4

OUI version : 11.1.0.9.0

Log file location : /u01/app/Middlewarel2ce/ems/cEgtoollogs/opatch/ opa

OPatch detects the Middleware Home as "/u0l1/app/Middlewarel2ce”

Lsinventory Output file location : /u0l/app/Middlewarel2ce/oms/cEgtool

Installed Top-level Products (1)

EM Platform (ous) 12.1.0.1.0
There are 1 products installed in this Oracle Home.

Interim patches (1) :

Patch 13242773 : applied on Wed Feb 15 15:40:54 IST 2012
Created on 10 Feb 2012, 05:21:29 hrs PST8EDT

Bugs fixed:

13472263, 13106443, 13071823, 12989982, 13492366, 12957621, 13374975
13375092, 12057984, 12989821, 13016983, 13080770, 13370175, 13334194
13010282, 13055166, 13094371, 12920846, 13028935, 13062375, 13033378
13403327, 13335076, 12851038, 13358747, 12028995, 13100709, 13242773
13359763, 12865976, 13426571, 12957944, 13251841
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Self Update > Agent Software

Agent Software Updates

Actions = | b Download (1 Apply (&) Agent Software
Status |0s Platform [version [vendor [ Description
@ applied Microsoft Windows ... 12.1.0.1.0 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for Microsoft Windows x64 (64-bit)
@ hvailable HP-UX PA-RISC (64... 12.1.0.1.0 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for HP-UX PA-RISC (64-bit)
@ applied Oracle Solaris on ¥8... 12.1.0.1.0 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for Oracle Solaris on x86-64 (64-bit)
@ applied Oracle Solaris on S... 12.1.0.1.0 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for Oracle Solaris on SPARC (64-bit)
@ hvailable Linux x86-64 12.1.0.10 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for Linux x86-64
@ pownload failed BM ATX on POWER ... 12.1.0.1.0 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for TBM AIX on POWER Systems (64-bit)
@ hvailable HP-UX Ttanium 12.1.0.10 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for HP-UX Ttanium

@ applied Linux x86. 12.1.0.1.0 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for Linux x86
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Deploy Plug-in on Management Servers ]
Review
Deployment of plug-in on Management Server will require downtime. All currently connected users will get disconnected from the
A\ Enterprise Manager. During downtime period, users will not be able to connect to Enterprise Manager and Enterprise Manager will
not monitor any targets
Oracle recommends that you take a backup of repository and export first management server configuration using "emct! exportconfig oms" or ensure
‘appropriate recovery plan is n place prior to deploying the plug-in
= [¥] Have you backed up the repository and configuration of first management server?

Name  Oracle Siebel
Version 12.1.0.2.0
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Name [ currently Deployed Plug-in version | status |
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@ Self Update

Self Update > Agent Software

Agent Software Updates

Adtons = | &, Download (@) Apply (G Agent Software
Status 0s Platform [Version [vendor [ Description
& Applied Microsoft Windows ... 12.1.0.1.0 orade ‘Agent Software (12.1.0.1.0) for Microsoft Windows x64 (64-bit)
@ Available HP-UX PA-RISC (64... 12.1.0.1.0 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for HP-UX PA-RISC (64-bit)
@ applied Oracle Solaris on ¥8... 12.1.0.1.0 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for Oracle Solaris on x86-64 (64-bit)
@ applied Oracle Solaris on S... 12.1.0.1.0 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for Oracle Solaris on SPARC (64-bit)
@ hvailable Linux x86-64 12.1.0.10 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for Linux x86-64
@ pownload failed BM ATX on POWER ... 12.1.0.1.0 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for TBM AIX on POWER Systems (64-bit)
@ hvailable HP-UX Ttanium 12.1.0.1.0 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for HP-UX Ttanium

Oracle

|2 Downloaded Linux xB6
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@ Export Steps "
Therearo two ways t export the archive

Use the follawing command to export the selected archive to one of the Management Server host
emdli export_update -id=725C4384A8D3AAB4BB1F672519378375 -omslocal -di

or

<dirnames

Use the Follwing command to expart the selected archive ta any Managed Hast n yaur environment
emcli export_update -id=725C4384A8D3AAB4BB1F672519378375 -host= <hostname: -dir=<dirname:> <host credential options>

Ll
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ORACLE Enterprise Manager Cloud Control 12¢

@ Self Update

Self Update > Agent Software

Agent Software Updates

() Download Apply (&) Agent Software
Download 05 Platform Version [Vendor Description

=

(& Apph Microsoft Windows Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for Microsoft Windows x64 (64-bit)
{98 Remove HP-UX PA-RISC (64... orade Agent Software (12.1.0.1.0) for HP-UX PA-RISC (64-bit)

t Oracle Solaris on x8. Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for Oracle Solaris on x86-64 (64-bit)
t Oracle Solaris on S. Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for Oracle Solaris on SPARC (64-bit)
@ readme | Linux x86-64 Oracle ‘Agent Software (12.1.0.1.0) for Linux x86-64

R Export BM AIX on POWER ... Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for IBM AIX on POWER Systems (64-bit)
HP-UX Tianium orade Agent Software (12.1.0.1.0) for HP-UX Ttanium
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(@ pownload Steps in Offine Mode

Use the following URL(s) on a server with connection to My Oracle Support to download and follow the instructions

https:/ /updates.oracle.com/ Orion/ Services/ download/ p13789099_112000_Generic.zip?
aru=146243718patch_file=p13789099_112000_Generic.zip

Once update is downloaded, it can be imported into Enterprise Manager in one of the following two ways:
Transfer the downloaded file to the Management Server host and run following command to import into Enterprise Manager
emii import_update -omslocal -file=p13789099_112000_Generic.zip

Transfer the downloaded file to any Managed Host in your environment and run following command to import into Enterprise Manager
emii import_update -host=<hostname> -file=p13789099_112000_Generic.zip <host credential options>

oK
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(&g o ms winbpll$ pwd
/scratch/winbpl

T it B e winbpll$ 1s

14040891 15707704.zip 13713877.2ip 13715926.zip 13719833z,

[ }odbaks winbpll$ opatch prereq CheckconflictAgainstOHWithDetail -phBaseDir /14040891
oracle Interim Patch Installer version 11.1.0.9.6

Copyright (c) 2012, Oracle Corporation. ALL rights reserve

PREREQ session

oracle Home

Central Inventory
from

oPatch version

oUI version

Log file location : /i 2 /work/midlwre6465/oms/cfgtoollogs /opatch/opatch2012-04-26_06-13-4:

AH_L.log

s fwork/midlwre6465/oms
#/0racle/work/DB11107/oralnyventory
~li/midlwre6465/oms /oralnst. Loc

Sorudabis

OPatch detects the Middleware Home as

/work/midlwre6465"

Invoking prereq *checkconflictagainstohwithdetail®
Prereq "checkConflictAgainstOHWithDetail® passer

OPatch succeeded
L imms bomdes winbp11$ [l
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Deploy Plug-in on Management Agent Ly
Confirmation

& The deployment of plug-in "Oracle Audit Vaul” version 12.1.0.2.0 has started on selected agents.

You can monitor the status of deployment in plug-in Deployment Activities Page
You can also monitor the progress using following command
‘emdli get_plugin_deployment_status -plugin_id=oracle.em.soav

Show Status | Close.
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ORACLE Enterprise Manager Cloud Control 12c

@ Self Update

Self Update > Agent Software

Agent Software Updates

E & Download @ Apply (G} Agent Software

€%} ownload |0s Platform [version [Vendor [ Description

t @ roply Microsoft Windows ... 12.1.0.1.0 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for Microsoft Windows x64 (64-bit)

{9 remox HP-UX PA-RISC (64... 12.1.0.1.0 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for HP-UX PA-RISC (64-bit)

t Oracle Solaris on x8... 12.1.0.1.0 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for Oracle Solaris on x86-64 (64-bit)
Oracle Solaris on’S... 12.1.0.1.0 orade Agent Software (12.1.0.1.0) for Oracle Solaris on SPARC (64-bit)
Linuxx86-64 121010 orade Agent Software (12.1.0.1.0) for Linux x86-64.
IBM AIX 0n POWER ... 12.1.0.1.0 orade Agent Software (12.1.0.1.0) for TBM AIX on POWER Systems (64-bit)
HP-UX Tianium 121010 orade Agent Software (12.1.0.1.0) for HP-UX Ttanium

Linux 86 121010 Oracle ‘Agent Software (12.1.0.1.0) for Linux x86
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$ opatch apply

Sample output
[ i gings: 1324277315 opatch apply

Oracle Interim Patch Installer version 11.1.0.9.4

Copyright (c) 2011, Oracle Corperation. All rights reserved.

Oracle Home : /u01/app/Middlewarel2cfa/oms
Central Inventory : /u0l/app/oralnventory

from : /u0l/app/Middlevarel2cfa/oms/cralnst. loc
OPatch version : 11.1.0.9.4

OUI version : 11.1.0.9.0

Log file location : /u01/app/Middlewarel2cfa/oms/cfgtoollogs/opatch/13242773_Feb_28_2012_12 43 55/apply2012-02-28 12-43-55BM 1.1og

OPatch detects the Middleware Home as "/u0l1/app/Middlewarel2cfa”

OPatch will do the following:

[Oracle Home discovery] : Configure and Validate Oracle Home info.

[Prerequisite for apply] : Invoke prerequisites to see if patch can be applied.

[Patch conflict detection for apply patch] : Check if any conflict with already installed patches in Oracle Home.

Applying interim patch '13242773' to OH '/u01/app/Middlewarel2cfa/oms’

Verifying enviromment and performing prerequisite checks...

To continue, OPatch will do the following:

[Back up for restore] : Back up 787 files for Oracle Home restore in case of patching error.
[Back up for rollbackl : Back up 786 files for future patch rollback.

[Patch Oracle Home for apply] : Copy 786 file(s) to Oracle Home.

[Update inventory for applyl : Modify the inventory to record patch [13242773].

[Post-script processina] : Excute post script for patch [13242773].
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@& applied Oracle Siebel Generic Platform 0 12.1.02.0 ORACLE or
@& applied Oracle Fusion Midd... Generic Platform 0 12.1.02.0 ORACLE En
Oracle MOS (My O..._Generic Platform __0 121,020

12.1.0.1.0 ORACLE Bl

@ vilable IBM D2 Database  Generic Platform 0
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Past Activities
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ORACLE Enterprise Manager Cioud Control 12¢

This page displays the lst of plug-ins available, downloaded and deployed in the Enterprise Manager environment. Plug-in lifecycle actions such as deploy/undeploy of Plug-ins on Management Server and Man

Actions ~ View+ | (& Deploy On |+ (& Undeploy From |+

eEm e
Name jent with Description
Latest Available ‘La\esl Downloaded /0n Management Server ‘ o Plug-in i
Applications
Dy Oracle Fusion Applications 12.1.02.0 12.1.02.0 12.1.02.0 Enterprise Manager for Fusion Apps consists of monitoring and ma
B Oracle Jdedwards EnterpriseOne 12.1.0.1.0 @ 0 Oracle Jdedwards EnterpriseOne Plugin consists of monitoring and
Dy Oracle Siebel 12.1.02.0 12.1.02.0 12.1.02.0 1 Oracle Siebel Plugin consists of monitoring and management for Or
> [ Databases
By Oracle Fusion Middleware 12.1.02.0 12.1.02.0 1 Enterprise Manager for Fusion Middleware consists of monitoring
Servers, Storage and Network
B Bxalogic Elastic Cloud Infrastructure 12.1.0.1.0 &) 0 Elastic Cloud Infrastructure
) Oracle Audit Vault 12.1.0.2.0 0 Oracle Audit Vault Plugin provides monitoring and management of
Dy Oracle Beacon 12.1.0.1.0 12.1.0.1.0 1 Oracle Beacon plugin is required on the Managed Hosts to support
@ oracle Chargeback and Capacity Plz 12.1.0.2.0 121020 0 Oradle Chargeback, Consolidation Planner and Capacity Planning Pl
Oradle Audit Vault
General Recent Deployment Activties
Plug-in D oracle.em.soav  Latest Available Version 12.1.0.2.0
Vendor oracle Versions Downloaded 12.1.0.2.0

Version on Management Server None Description Oracle Audit Vautt Plugin provides monitoring and management of Oracle Audit Vault Server and its components.
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[asbewran@sLe@Imwt binl$ pwd

/scratch/mwhome/oms/bin

[astwersngsledlmet bin]$ ./emcli sync

Synchronized successfully

[ashecran@slcllmvt bin]$ cd /scratch/pluginupdate/

[atheuran@ilcdlest pluginupdatel$ 1s

p13789099_112000_Generic.zip p9348486_112000_Generic.zip

[ashenrangs? r0imet pluginupdate] $

[@iksc-amm oiieet pluginupdate]$ cd /scratch/mwhome/oms/bin

[aribeo am@ 00lmwl bin]$ ./emcli import_update -omslocal -file=/scratch/pluginup
date/p13789099_112000_Generic.zip

Processing update: Plug-in - Oracle MOS plugin provides support for My Oracle Su
pport features such as Knowledge, Service Requests and Patching and Updates.
Operation completed successfully. Update has been uploaded to Enterprise Manager
. Please use the Self Update Home to manage this update.

[sstearargsicolmst bin]s I
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s opatch lsinventory

Sample Output:-
[ty oms]$ opatch lsinventory

Oracle Interim Patch Installer version 11.1.0.0.4
Copyright (c) 2011, Oracle Corporation. All rights reserved.

Oracle Home : /u01/app/Middlewarel2cfa/oms
Central Inventory : /u0l/app/oralnventory

from : /u0l/app/Middlevarel2cfa/oms/cralnst. loc

OPatch version : 11.1.0.9.4

OUI version : 11.1.0.9.0

Log file location : /u01/app/Middlewarel2cfa/oms/cEgtoollogs/opatch/opatch2012-02-28_12-20-1784 1.1og

OPatch detects the Middleware Home as "/u0l1/app/Middlewarel2cfa”

Lsinventory Output file location : /u0l/app/Middlewarel2cfa/ems/cEgtoollogs/opatch/lsiny/lsinventory2012-02-28_12-20-17BM. txt.

Installed Top-level Products (1):

EM Platform (ous) 12.1.0.1.0
There are 1 products installed in this Oracle Home.

There are no Interim patches installed in this Oracle Home.

OPatch succeeded. N
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Proxy Settings

Dinformation
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© patch Search URL Error
My Oracle Support Credentials ok Set - You have nat set the My Oracle Support credentials. Click the left link and supply the missing credentials.
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ORACLE Enterprise Manager Cloud Control 12

@ Self Update

Oracle periodically provides new functionality and updates for existing features in Enterprise Manager. The Self Update home allo
‘automatically, a manual check can be made at any time.

v|Status

Connection Mode Online: Last Download Time N/A
Most Recent Refresh Time &  26-Mar-2012 01: Last Download Type N/A
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Actons + | (3 Open
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Diagnostic Checks 0 0 0 Target
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ORACLE Enterprise Manager Cloud Control 12

@ Self Update

Self Update > Agent Software

Agent Software Updates

& Download (% Apply (G} Agent Software

|0s Platform [version [vendor [ Description

Microsoft Windows ... 12.1.0.1.0 oradle Agent Software (12.1.0.1.0) for Microsoft v

HP-UX PA-RISC (64... 12.1.0.1.0 orade ‘Agent Software (12.1.0.1.0) for HP-UX PA-

Oracle Solaris on ¥8... 12.1.0.1.0 orade Agent Software (12.1.0.1.0) for Oracle Sol
t Oracle Solaris on S... 12.1.0.1.0 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for Oracle Sola
(@ Resame Linux x86-64 121.0.10 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for Linux x86-6
(@) Bxport led 1BM AIX on POWER ... 12.1.0.1.0 Oracle Agent Software (12.1.0.1.0) for IBM AIX on
1 ¢ pelete HP-UX Ttanium 12.1.0.1.0 Oradle Agent Software (12.1.0.1.0) for HP-UX Itani

@ Appiied Linux 86 121010 Oracle ‘Agent Software (12.1.0.1.0) for Linux x86
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[awmaragulzfisst binl$ pwd

/scratch/mwhome/oms/bin

[ashearar@slcfimwt bin]$ ./emcli login -username=sysman
Enter password

Login successful
[avdwarar@sicainat binl$ [l
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Self Update
Self Update > Plug-in
Plug-in Updates

Actions v | & Download 1 Apply (& Plug-in
Status [Plug-in Name. |0s Platform Revision |Version [Vendor
@ Applied Management Servi... Generic Platform 0 12.1.0.1.0 ORACLE
@& applied Oracle Home Generic Platform 0 12.1.0.0.0 ORACLE
@ Applied Oracle Chargeback... Generic Platform 0 12.1.0.2.0 ORACLE
@& applied Oracle Virtualization Generic Platform 0 12.1.02.0 ORACLE
@ Applied Oracle Cloud Appli... Generic Platform 0 12.1.0.2.0 ORACLE
@& applied Oracle Siebel Generic Platform 0 12.1.02.0 ORACLE
@& applied Oracle Fusion Midd... Generic Platform 0 12.1.02.0 ORACLE
@ Applied Oracle MOS (My O... Generic Platform 0 12.1.0.2.0 ORACLE

‘Oracle Audit Vaull_ Generic Platiorm

e =

@ Available 1BM DB2 Database  Generic Platform 0 12.1.0.0.0 ORACLE
@ Available EMC Symmetrix Ar... Generic Platform 0 12.1.0.2.0 ORACLE
@ Available Oracle Exadata He... Generic Platform 0 12.1.02.0 ORACLE
@ Available EMC Celerra Storage Generic Platform 0 12.1.0.2.0 ORACLE
Past Activities

Actions Status Plug-in Name 05 Platform Revision
Apply Succeeded  Oracle Database ‘Generic Platform 0

Available Succeeded  Oracle Database Generic Platform 0

Download Succeeded  Oracle Database ‘Generic Platform 0
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ORACLE Enterprise Manager Cioud Control 12¢

Self Update

Oracle periodically provides new functionality and updates for existing features in Enterprise Manager. The Self Update home allow
manual check can be made at any time.

v/Status

Connection Mode Online. Last Download Time Mar 2, 2012
Most Recent Refresh Time &  Mar 7, 2012 12:09:42 PM PST. Last Download Type Plug-in

Actions = Open g Check Updates | [ | (& Agent Software

Type | Available Updates| Downloaded Updates|  Applied Updates|Description
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[ &b honumbis 1404089118 emctl register oms metadata -service swlib -file $ORACLE_HOME/sysman/meta
data/swlib/multions -core

oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c Release 12.1.0.1.0

Copyright (c) 1996, 2012 Oracle Corporation. ALL rights reserved

SYSHAN password

Hetadata registration successful

L& s b 1404089115
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ORACLE Enterprise Manager Cloud Control 12

O Self Update

Self Update > Plug-in

Plug-in Updates

Actions = Apply (& Plug-in
Status lon [Revision 05 Platform Plug-in Name Vendor
S tenmsaes = L AT M
%) Downloaded 12.1.0.1.0 0 Generic Platform Exalogic Elastic Clou... ORACLE
¥ Downloaded 12.1.0.1.0 0 Generic Platform Oracle Cloud Applic... ORACLE
1) pownloaded 12.1.0.1.0 0 Generic Platform  18M DB2 Database  ORACLE
¥ Downloaded 12.1.0.1.0 0 Generic Platform Oracle Chargeback ... ORACLE
1) pownloaded 12.1.0.1.0 0 Generic Platform  Oracle Virtualization ORACLE
¥ Downloaded 12.1.0.1.0 0 Generic Platform Oracle Fusion Appli... ORACLE
@ hvailable 12.1.0.10 20111221 Generic Platform  Oracle Exadata ORACLE
@ hvailable 12.1.0.10 20111120 Generic Platform  Oracle Exadata ORACLE
@ hvailable 12.1.0.2.0 o Generic Platform  Oracle Cloud Applic... ORACLE
@ hvailable 12.1.0.1.0 20111120 Generic Platform _ Oracle Cloud Applic... ORACLE

0 ‘Generic Platform ___ Oracle Siebel ORACLE
ORACLE

“Available T
@ hvailable 121020 0 Generic Platform  Oracle Fusion Appl.
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[avmaramgrIcilmst bin]$

bmrgulifdwet bin]$ . /emcli import_update_catalog -omslocal -file=/scratch
/pluginupdate/p9348486_112000_Generic.zip

Processing catalog for Provisioning Bundle

Processing update: Provisioning Bundle - Update for Enterprise Manager High Avai,
lability Deployment Procedures

Processing catalog for Plug-in

Processing update: Plug-in - Oracle Exadata plugin provides comprehensive manage
ment for Oracle Exadata and related targets such as Database Machine, etc.
Processing update: Plug-in - Oracle Exadata plugin provides comprehensive manage
ment for Oracle Exadata and related targets such as Database Machine, etc.
Processing update: Plug-in - Oracle Exadata plugin provides comprehensive manage
ment for Oracle Exadata and related targets such as Database Machine, etc.
Processing update: Plug-in - Plug-in to enable Oracle VM virtualization manageme
nt capabilities in Oracle Enterprise Manager.

Processing update: Plug-in - Plug-in to enable cloud self service framework and
portal in Oracle Enterprise Manager.

Processing update: Plug-in - Plug-in to enable cloud self service framework and
portal in Oracle Enterprise Manager.

Processing update: Plug-in - Oracle MOS plugin provides support for My Oracle Su
pport features such as Knowledge, Service Requests and Patching and Updates.
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O Self Update

Self Update > Plug-in
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@ avilsble 12.1.0.1.0 20111221 Generic Platform  Oracle Exadata ORACLE
@ avilsble 12.1.0.1.0 20111120 Generic Platform  Oracle Exadata ORACLE
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Patching

Upload Patches to Software Library
Manually download the patches from My Oracle Support and upload to software library. The |
successful upload, a corresponding Software Library component will be created in the Softwa

Basic Information
Product Family %racle System Management Products =]
Product | Enterprise Manager Base Platform =]

Select Type of Patch | Patch  [v]
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pud
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Deploy Plug-in on Management Servers. | <
Confirmation

& The deployment of plug-in Oracle Audit Vault version 12.1.0.2.0 is in progress.
You can monitor the progress using following command

‘emdli get_plugin_deployment_status -plugin_id=oracle.sysman.empa

Show Status | Close
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For ID Edwards & PeopleSoft, see the Patching Quick Links regon. _Learn More...
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ORACLE Enterprise Manager Cloud Control 12

@ Self Update

Oracle periodically provides new functionality and updates for existing features in Enterprise Manager. The Self Update home all
‘automatically, a manual check can be made at any time.

v|Status

‘Connection Mode Online: Last Download Time 26-M
Most Recent Refresh Time @) 25-Mar-2012 23:46:09 PDT Last Download Type Agen
Last Successful Refresh Time  12-Mar-2012 23:46:10 PDT

Actions ¥ @8 CheckUpdates | [y | (&) Agent Software
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OIRACLE Enterprise Manager Cloud Control 12¢

Plug-ins

This page displays the lst of plug-ins available, downloaded and deployed in the Ent

Actions + View + | &G Deploy On |+ [ undeploy From |+

@3 peploy on »

7 [ Applcations [ Undeploy From »
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2.0 12102
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ORACLE Enterprise Manager Cloud Control 12c

@ Self Update

Self Update > Agent Software

Agent Software Updates
Actions» | % Download (i Apply (&) Agent Software
Status. | 0S Platform [version [Vendor | Description
(@3 Applied Linux x86-64 12.1.0.1.0 Oracle  Agent Software (12.1.0.1.0) for Linux x86-64
@ Available HP-UX PA-RISC (64-bit) 12.1.0.0.0 Oracle  Agent Software (12.1.0.1.0) for HP-UX PA-RISC (64-bit)
@ Available Linux x86 12.1.0.10 Orade  Agent Software (12.1.0.1.0) for Linux x86
@ Available Oracle Solaris on x86-64 (64-bit)  12.1.0.1.0 Oracle  Agent Software (12.1.0.1.0) for Oracle Solaris on x86-64 (64-bit)
@ Available Oracle Solaris on SPARC (64-bit)  12.1.0.1.0 Orade  Agent Software (12.1.0.1.0) for Oracle Solaris on SPARC (64-bit)
@ Available IBM AIX on POWER Systems (64-bit) 12.1.0.1.0 Oracle  Agent Software (12.1.0.1.0) for IBM AIX on POWER Systems (64-bit)
@ Available HP-UX Ttanium 12.1.0.0.0 Oracle  Agent Software (12.1.0.1.0) for HP-UX Itanium
¥ Downloaded Microsoft Windows x64 (64-bit) 12.1.0.1.0 Orade  Agent Software (12.1.0.1.0) for Microsoft Windows x64 (64-bit)
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@© Pre-requisite Checks - In Progress.
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Pre-requisite Name.
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ORACLE Enterprise Manager Cloud Control 12

O Self Update

Oracle periodically provides new functionality and updates for existing features in Enterprise Manager. The Self Update home allows administrators to receive notifications and view, download, and apply such
‘automatically, a manual check can be made at any time.

v|Status

Connection Mode Offline Last Download Time 07-Mar-2012 13:24:50 PST Last Apply Tim,
Most Recent Refresh Time @)  21-Mar-2012 04:58:44 POT Last Download Type ~ Plug-in Last Apply Typ:
Last Successful Refresh Time N/A

Adions = | (3 Open g Check Updates | [ | (& Agent Softwiare

Type | Available Updates| Downloaded Updates|  Applied Updates| Description

P 0 0 1 Agent software has to be installed on hosts for managing the host.

Compliance Content 0 0 0 Compliance Content contains Framework, Standard, Rules with support of add and d

Diagnostic Checks 0 0 0 Target side policy checks that identify conditions that may require the attention of tar

EM Deployment Prerequisite Resources 0 0 0 EM Deployment Pre-requisite Checks are the metadata used for checking prerequisit

Management Connector 0 0 1 Management Connectors are components that integrate different enterprise framevc

Middleware Profiles and Gold Images 0 0 0 A collection of Software Components used for provisioning of Oracle Application Serv
Oradle Database Provisioning Profiles o 0 0 A collection of Software Components used for provisioning of Oracle Database, Clust

and Gold Images.

Plug-in 0 8 8 Plug-in extends Enterprise Manager to manage newer target type as well as to bring

o o Provisioning bundle is a collection of deployment procedures, software library entiies
Provisioning Bundle ‘and patchin of various Oracle and non-Oracle Products.
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s ./post_deploy.sh

Sample output
¢ S 1324277315 . /post_deploy.sh

Please enter Patch Location: /u0l/app/Middlewarel2cfa/oms/13242773
Please enter SYSMAN password:

Please enter EM repository host name: svarughege.idc.oracle.com
Please enter EM repository port: 1525

Please enter EM repository SID: emrpl2cf

The script will run the following command(s):

/u01/app/Middlevarel2cta/ons/bin/enct] applypatch repos -patchHome /u01/app/Middlewarel2cfa/c
/u01/app/Middlevarel2cta/ons/bin/enct] register oms metadata -service swlib -core -file list
/u01/app/Middlevarel2cta/ons/bin/enct] register oms metadata —core -service SelfUpdateEntityl
/u01/app/Middlevarel2cta/ons/sysman/metadata/sel fUpdateInst/851CTS6E23 DIEIFBFTFBESTAS807D0C
/u01/app/Middlevarel2cta/ons/bin/enct] register oms metadata -service cobrules -file /u0l/apy
core - debug

/u01/app/Middlevarel2cta/ons/bin/enct] register oms metadata -service derivedhssocs —file
/u01/app/Middlevarel2cta/ons/sysman/metadata/derivedAssocs/ target_installed at_oracle h ome.s
/u01/app/Middlevarel2cta/ons/sysman/adnin/endrep/bin/RepManager svarughege. idc.oracle. com 152
/u01 /app/Middlevarel2cta/ons

/u01/app/Middlevarel2cta/ons/perl/bin/perl /u0l/app/Middlewarel2cfa/oms/13242773/apply1295005
/u01/app/Middlevarel2cta/ons/perl/bin/perl /u0l/app/Middlewarel2cfa/oms/13242773/applyl347944
/u01/app/Middlevarel2cta/ons/bin/exec_13651296_patch

/u01/app/Middlevarel2cta/ons/bin/enct] start oms

Please monitor log file "/u01/app/Middlewarel2cfa/oms/13242773/10g/2012-02-28-12-55-55.1og U

Script completed successfully.
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